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毎月１日発行

２月号

02  特集

冬の庄内浜の魚
06  市からのお知らせ
10  【新連載】市長の一筆入魂
14  まちのできごとほっとトピックス
16  つるおか情報掲示板
24  こんにちはつるおか／声‐voice‐
25  各種相談窓口

【鶴岡市成人式】
鶴岡市消防団梯子乗り纏振り隊の雄姿
に会場から歓声が上がりました。
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　冬の風物詩「どんがら汁（寒ダラ汁）」。魚の祭典「Fish-1 グランプリ " ご当
地魚 " グルメコンテスト」で初代グランプリにも輝き、市内各地で行われる「寒
ダラまつり」には、全国から多くの観光客が訪れています。
　この材料に欠かせない極寒の時期の「マダラ（寒ダラ）」は冬の水産物の代表
格ですが、このほかにも庄内浜で水揚げされる魚のブランド化が進められていま
す。今回の特集ではその取り組みを紹介します。

◎問合せ　本所農山漁村振興課☎25‐2111内線558

特
集冬

の
庄
内
浜
の
魚

―
ブ
ラ
ン
ド
化
の
挑
戦
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平成28年
漁獲量(t)

2,655

  
庄
内
浜
は
水
産
物
の
宝
庫

　

四
季
を
通
し
て
豊
か
な
海
の
恵

み
を
与
え
て
く
れ
る
日
本
海
。
遊

佐
町
か
ら
鼠
ヶ
関
ま
で
続
く
庄
内

浜
は
約
一
三
五
km
と
全
国
で
二
番

目
に
短
く
、
漁
獲
量
、
漁
獲
高
、

漁
業
者
数
も
下
位
に
あ
り
ま
す
。

　

漁
場
が
狭
い
不
利
な
条
件
の
庄

内
浜
で
す
が
、
沖
に
は
対
馬
暖
流

が
流
れ
、
砂
泥
地
や
岩
場
、
海
底

山
脈
に
よ
る
天
然
の
漁
礁
が
あ
る

好
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
て
水
揚
げ
さ
れ
る

魚
は
百
三
十
種
類
以
上
。
ま
さ
に

天
然
の
魚
の
宝
庫
と
言
え
ま
す
。

　

本
市
の
漁
獲
量
・
漁
獲
高
は
県

内
一
で
県
全
体
の
約
四
割
を
占
め

ま
す
。
延
長
約
六
五
km
の
海
岸
線

に
は
港
が
点
在
し
、
そ
こ
で
暮
ら

す
人
た
ち
を
中
心
に
、
底
び
き
網
、

刺
網
、
一
本
釣
り
、
は
え
縄
、
定

置
網
、
採
貝
・
採
藻
な
ど
多
様
な

漁
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

庄
内
浜
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
魚
を

　

漁
場
が
狭
い
た
め
海
の
資
源
に

は
限
り
が
あ
る
。
こ
の
事
に
漁
業

者
は
早
く
か
ら
危
機
感
を
持
ち

「
と
る
漁
業
」
か
ら
「
育
て
る
漁

業
」
へ
と
努
力
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
例
え
ば
小
さ
な
魚
が
網
に
掛

か
ら
な
い
よ
う
網
目
を
大
き
く
す

る
な
ど
漁
具
等
の
規
制
や
禁
漁
期

間
の
設
定
、
稚
魚
や
稚
貝
の
放
流

な
ど
、
資
源
管
理
を
率
先
し
て
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
限
ら
れ
た
海
の
恵
み
を
守

り
つ
つ
、
最
大
限
に
生
か
す
た
め
、

庄
内
浜
の
魚
を
他
産
地
の
魚
と
差

別
化
す
る
ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
も
知
ら
れ
る
庄
内
浜
自

慢
の
ブ
ラ
ン
ド
に
は
寒
ダ
ラ
、
紅

エ
ビ
、
岩
ガ
キ
が
あ
り
ま
す
。
近

年
は
、
独
自
の
技
術
で
活い

き

締
め
し
、

神
経
抜
き
し
た
庄
内
お
ば
こ
サ
ワ

ラ
、
食
習
慣
が
な
か
っ
た
た
め
に

庄
内
浜
の
漁
の
対
象
で
な
か
っ
た

高
級
食
材
の
天
然
ト
ラ
フ
グ
、
生

き
た
ま
ま
で
出
荷
す
る
活
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
が
庄
内
浜
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
、
首
都
圏
等
の
市
場
で
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

山
形
県
が
立
ち
上
げ
た
「
庄
内

浜
ブ
ラ
ン
ド
創
出
協
議
会
」
で
は
、

こ
れ
ら
の
新
し
い
魚
種
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
流
れ
を
推
し
進
め
よ
う
と
、

技
術
講
習
・
鮮
度
保
持
試
験
を
通

し
た
水
産
物
の
品
質
向
上
や
水
産

物
を
活
用
し
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
観
光
資
源
化
も
視
野
に
入

れ
て
、
水
産
物
の
高
付
加
価
値
化

を
試
み
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
が
求
め
る
良
質
の
魚
を

出
荷
し
庄
内
浜
の
魚
の
価
値
を
高

め
る
。
同
時
に
漁
業
収
入
を
安
定

さ
せ
、
漁
業
と
い
う
仕
事
の
魅
力

も
高
め
て
い
く
。
将
来
の
漁
業
の

た
め
に
、
多
く
の
漁
業
者
は
自
分

た
ち
の
魚
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
避
け

て
通
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

魚
の
地
産
地
消
が
大
切

　

全
国
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
ブ
ラ
ン
ド
魚
で
す
が
、
中
に
は

私
た
ち
の
食
生
活
に
根
付
い
て
い

な
い
魚
も
あ
り
ま
す
。
飲
食
店
と

連
携
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
行

い
、
行
政
と
漁
業
者
団
体
等
が
一

体
と
な
り
地
産
地
消
を
重
点
的
に

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

堅苔沢漁港

由良漁港

三瀬漁港

今泉港
加茂港
金沢港

油戸漁港

小波渡漁港

鈴漁港

暮坪漁港
米子漁港

温福漁港

大岩川漁港

鼠ヶ関港

小岩川漁港

早田漁港

■本市の漁獲量・漁獲高（山形県漁業統計）

漁獲量（t）

3,161
2,774 2,694

3,079 3,275

2,655

漁獲高（百万円）

1,479 1,342 1,307
1,430 1,530

1,328

H23 H24 H25 H26 H27 H28

■魚種別漁獲量（山形県漁業統計）

カニ
439

その他
784

タラ
289

ハタハタ
233

サケ・
マス
214

ブリ・
イナダ

216タイ
146

カレイ
114

貝類
111

イカ
86

タコ
23

　

冬
の
強
い
季
節
風
に
よ
る
大
し

け
な
ど
厳
し
い
表
情
を
見
せ
る
日

本
海
。
そ
ん
な
過
酷
な
自
然
環
境

に
も
負
け
ず
、
漁
業
者
は
お
い
し

い
魚
を
食
卓
に
届
け
よ
う
と
、
漁

を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
庄
内
浜
か
ら

揚
が
る
魚
を
味
わ
い
な
が
ら
、
鶴

岡
の
漁
業
者
の
取
り
組
み
を
ぜ
ひ

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。
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寒
ダ
ラ
を
獲
る　

　
漁
師
の
こ
だ
わ
り

　

鼠
ヶ
関
の
寒
ダ
ラ
は
鮮
度
が
抜
群

に
良
い
と
評
判
で
す
。
そ
れ
は
、
網

か
ら
揚
げ
た
生
き
た
ま
ま
の
新
鮮
な

タ
ラ
を
船
上
で
活
締
め
（
血
抜
き
）

し
て
い
る
か
ら
。
四
kg
以
上
の
雄
と

雌
の
タ
ラ
が
活
締
め
の
対
象
で
す
。

　

船
上
で
箱
詰
め
ま
で
す
る
「
沖
詰

め
」
も
し
て
い
て
、
タ
ラ
も
含
め
新

鮮
な
魚
を
す
ぐ
に
出
荷
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
船
に
海

水
冷
却
装
置
と
海
水
殺
菌
装
置
が
あ

り
、
安
心
安
全
の
面
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
鮮
度
と
品
質
に
こ
だ
わ

る
の
が
鼠
ヶ
関
の
漁
業
で
す
。

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
獲
る　

　

漁
師
の
こ
だ
わ
り

　

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
活
魚
で
出
荷
し
始

め
て
九
年
に
な
り
ま
す
。
各
地
の
市

場
で
高
い
評
価
を
頂
き
、
漁
獲
量
と

取
引
値
は
年
々
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

い
い
カ
ニ
を
い
い
状
態
で
出
荷
す

る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
水
揚
げ
の
と
き
に
手
を
掛
け
な

い
よ
う
船
上
で
検
量
し
た
り
、
冷
水

機
の
温
度
・
水
質
管
理
を
徹
底
し
た

り
、
他
の
漁
師
や
仲
買
人
か
ら
話
を

聞
き
な
が
ら
日
々
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

由
良
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は
質
が
と
て

も
良
く
自
慢
で
き
る
カ
ニ
で
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

齋藤守さん（由良）

底びき網漁船「富芳丸」船長。山
形県漁業士会会長、山形県機船底
曳網漁業協議会副会長。ズワイガ
ニ活魚特産物化プロジェクトの代
表を務める。漁師になって35年。
昨年から息子と一緒に船に乗る。

ズワイガニ
【漢字名】楚蟹

日本海の冬の味覚。北陸では越前ガニ、
山陰では松葉ガニと呼ばれる。庄内浜の
ズワイガニ漁は全国で１番早く10月に
解禁され、水温が低くなる12月～１月
に旬を迎える。庄内のズワイガニは身が
ぎっしりと詰まっているのが特徴。

マダラ
【漢字名】真鱈

冬の庄内浜を代表する魚。白身で淡白。
４kg以上のものがおいしいとされ、身
やアラ、内臓など捨てるところがない。
寒の時期、産卵のため群れで集まる水深
約250mの通称「タラ場」が底びき漁の
好漁場。

五十嵐安貴さん（鼠ヶ関）

底びき網漁船「第５平安丸」船長。
高校卒業後、漁師の道に進み30
年。寒ダラのほかに赤い宝石とい
われる紅エビをとっている。寒ダ
ラの鮮度を保つため「船上活締め」
に力を入れている。
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須田剛史さん

魚匠ダイニング沖海月
料理長。第29回全国
技能グランプリ大会の
日本料理部で敢闘賞に
輝く。庄内日本料理技
能向上研究会の立ち上
げに携わり、会長代行
として、料理人の育成
に取り組む。

庄内浜の魚を料理する

　

仕
事
柄
、
庄
内
浜
の
漁
師
さ
ん
と
毎
日
の
よ

う
に
話
し
ま
す
が
、
漁
に
関
す
る
高
い
技
術
に

い
つ
も
感
心
し
て
い
ま
す
。
庄
内
の
魚
の
品
質

は
す
ば
ら
し
く
、
そ
の
よ
う
な
食
材
を
扱
う
こ

と
は
自
分
の
料
理
技
術
が
試
さ
れ
る
こ
と
な
の

で
、
日
々
修
業
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

寒
ダ
ラ
汁
は
冬
の
郷
土
料
理
の
代
表
で
す
が
、

料
理
人
の
技
術
で
付
加
価
値
を
さ
ら
に
高
め
た

「
伝
統
料
理
」
と
し
て
普
及
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
料
理
技
術
の

向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
次
の
時
代
の
食
文
化
を
担

う
若
い
料
理
人
の
育
成
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

鶴
岡
の
海
の
食
材
は
全
国
で
も
誇
れ
る
も
の

で
す
。
自
分
の
今
ま
で
の
経
験
を
基
に
、
い
ろ

い
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

城下町鶴岡 浜の台所 魚匠ダイニング
「沖海月」【加茂水族館内レストラン】
●営業時間
　平日…午前11時～午後３時
　土曜・日曜日、祝日…午前10時～午後４時

庄内浜の冬の味覚は

「食の都庄内 冬の三寒四温」
　　　　　観光キャンペーンで !!

 「寒だら・寒ふぐ・寒ずわいがに」を「庄内三寒」、
「温泉・新酒・まつり・ひな」を「庄内四温」と
した観光キャンペーンが庄内地方で行われていま
す。トラフグは「食の都庄内天然とらふぐキャン
ペーン」・ズワイガニは「鶴岡旬御膳『冬のごっ
つぉめぐり』」参加の市内各飲食店等で、２月28
日○水まで楽しめます。詳しくは庄内観光コンベン
ション協会☎68‐2511へお問い合わせください。

トラフグ
【漢字名】虎河豚

ト
ラ
フ
グ
を
獲
る　

　
漁
師
の
こ
だ
わ
り

　

私
た
ち
の
研
究
会
は
十
一
年
前
に

結
成
し
ま
し
た
。
ト
ラ
フ
グ
の
漁
獲

量
は
三
ｔ
と
少
な
い
で
す
が
、
高
品

質
の
ト
ラ
フ
グ
を
安
定
的
に
出
荷
で

き
る
よ
う
、
稚
魚
の
放
流
や
漁
具
の

開
発
な
ど
、
漁
業
者
が
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

冬
の
漁
は
十
回
出
ら
れ
る
か
ど
う

か
。
せ
っ
か
く
と
れ
た
フ
グ
は
皮
も

身
も
傷
つ
か
な
い
よ
う
一
匹
ず
つ
管

に
入
れ
る
な
ど
、
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
、
庄
内
に

人
を
呼
び
込
め
る
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド

魚
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

五十嵐健生さん（由良）

はえ縄漁船「海生丸」船長。山形
県トラフグ研究会会長。庄内おば
こサワラブランド推進協議会役員。
７年前に漁師に転職。サワラやト
ラフグのほか、タイ、マグロ、ノ
ドグロなどを狙う。

フグの中でも高値で取引される高級魚。
庄内では漁獲対象でなかったが、10年
前頃からはえ縄漁で水揚げされている。
12月～２月が旬。庄内浜の天然トラフ
グは高タンパク、低脂肪で皮にもコラー
ゲンが豊富。市場で高く評価されている。
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■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市の人事行政の運営等の状況について① ■問本所職員課☎内線327
 「地方公務員法」及び「鶴岡市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に
基づき、職員の給与、職員数、勤務条件等の概要をお知らせします。

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
 （平成29年４月１日現在）

区分 経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

一般
行政職

大学卒 251,200円 322,462円 367,716円
高校卒 277,600円 292,000円 321,200円

技能職 高校卒 該当なし 該当なし 該当なし
（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務
　　  している場合、採用後の年数をいいます。

⑥一般行政職の級別職員数の状況（平成29年４月１日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的
な職務
内容

主事
技師

主事
技師

係長
専門員
主任

主査
係長

専門員
課長補佐

主査 課長 部長

職員数 71人 60人 145人 225人 121人 58人 21人 701人
構成比 10.1％ 8.6％ 20.7％ 32.1％ 17.3％ 8.3％ 3.0％ 100.0％

（注）１　級区分は、鶴岡市の給与条例によるものです。
　　  ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級の代表的な職名です。

⑦職員の手当の状況
（ア）期末・勤勉手当（平成29年度支給割合）

区分
鶴岡市 国

６月期 12月期 計 ６月期 12月期 計
期末手当 1.2月分 1.4月分 2.6月分 1.225月分 1.375月分 2.6月分
勤勉手当 0.8月分 0.8月分 1.6月分 0.85月分 0.85月分 1.7月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置…有 同左

（イ）退職手当（平成28年度）
区分 自己都合 応募認定・定年

支
給
率

勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
…有

１人当たり
平均支給額 1,998万円

（注）１　本市は、山形県市町村職員退職手当
　　　　     組合に加入し、国の制度と同様です。
　　 ２　平均支給額は、平成28年度に退職し
　　　　 た、普通会計に係る職員に支給され
　　　　   た平均額です。

（ウ）その他の手当（平成29年４月１日現在）
区分 鶴岡市 国

扶養
手当

○配偶者　　　　　　　　10,000円
○子　　　　　　　　　　    8,000円
　（配偶者のない場合１人目のみ）
　　　　　　　　　　　　10,000円
○父母等　　　　　　　　    6,500円
　（配偶者のない場合１人目のみ）
　　　　　　　　　　　　  9,000円
○扶養親族である子のうち、満16歳
　の年度初めから満22歳の年度末ま
　での子１人につき5,000円を加算

同左

住居
手当 ○借家　　　　　限度額　27,000円 同左

通勤
手当

通勤距離が片道２km以上に支給
○交通機関利用　限度額　55,000円
○自動車等の交通用具使用
　　　　　　　　限度額　55,000円

○交通機関利用　　限度額　55,000円
○自動車等の交通用具使用
　　　　　　　　　限度額　31,600円

管理職
手当

（行政職の例）
　　　　　　　　部長級　66,400円
　　　　　　　　次長級　57,500円
　　　　　　　　課長級　41,600円
　　　　　　　　主幹級　35,300円

（代表例）
本府省・課長（一種）　　    130,300円
本府省・室長（二種）              94,000円
府県単位機関・部長（三種）72,700円
管区機関・課長（四種）　　   62,300円
地方出先機関・課長（五種）46,300円

（エ）時間外勤務手当

支給年額 職員１人当たり
支給額

平成
28年度 ２億6,917万円 年額23万円

平成
27年度 ２億6,188万円 年額22万円

（注）支給年額及び職員１人当たり支給額は、
　　  普通会計に係る職員に支給された額です。

（オ）特殊勤務手当（平成28年度）
手当の種類（手当数） 19種類

代表的
な手当
の名称

支給額の
多い手当

○診療研究手当
○診療業務手当
○夜間看護手当

支給職員
数の多い

手当

○夜間看護手当
○放射線取扱業務手当
○診療研究・診療業務手当

（注）代表的な手当の名称は、各区分の上位３つを 
　　     記載しました。

⑧特別職の報酬等の状況（平成29年４月１日現在）

区分 平成29年度
月額 区分 平成29年度

支給割合

給料

市長 914,000円

期末
手当

市長

 　６月期
  　1.525月分

 　12月期
  　1.625月分

 　計
  　  3.15月分

副市長 718,000円 副市長
教育長 635,000円 教育長

監査委員 559,000円 監査委員
病院事業管理者 635,000円 病院事業管理者

報酬
議長 510,000円 議長

副議長 470,000円 副議長
議員 445,000円 議員

人事行政

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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た
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市の人事行政の運営等の状況について①

①部門別職員数（各年度４月１日現在）

区分
職員数（人）

増減
平成28年度 平成29年度

一般
行政

議 会 8 8 0
総 務 207 208 1
税 務 78 78 0
労 働 2 2 0
農 林 水 産 102 99 △ 3
商 工 33 34 1
土 木 91 89 △ 2
民 生 145 141 △ 4
衛 生 94 95 1
小 計 760 754 △ 6

特別
行政

教 育 200 194 △ 6
消 防 206 204 △ 2
小 計 406 398 △ 8

公営
企業
等

病 院 645 648 3
水 道 48 27 △ 21
下 水 道 21 29 8
そ の 他 62 61 △ 1
小 計 776 765 △ 11

合計 1,942 1,917 △ 25

②採用・退職の状況（平成28年度）
区分 採用（人） 退職（人）

行 政 29 37
保 健 師 1 3
保 育 士 0 5
医 師 15 10
医 療 技 術 職 7 7
看 護 師 15 21
消 防 士 10 12
技 能 職 0 8

合計 77 103

③職員採用競争試験の状況（平成28年度）
区分 受験者数（人） 合格者数（人） 倍率

上 級 行 政 121 19 6.4
上 級 土 木 2 1 2.0
上 級 電 気 5 2 2.5
社 会 人 土 木 6 1 6.0
保 健 師 8 2 4.0
初 級 行 政 17 2 8.5
薬 剤 師 2 2 1.0
診療放射線技師 1 1 1.0
理 学 療 法 士 2 2 1.0
作 業 療 法 士 3 3 1.0
言 語 聴 覚 士 2 2 1.0
臨床工学技士 3 2 1.5
看 護 師 30 27 1.1
消 防 士 37 11 3.4

合計 239 77 3.1

１　職員の任免及び職員数に関する状況

①人件費の状況（平成28年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（H29.3.31現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ） 平成27年度の人件費率

129,323人 680億5,532万円 3億5,891万円 98億2,321万円 14.4％ 15.6％
（注）人件費には、共済費及び特別職に支給される給料、報酬等も含みます。

②職員給与費の状況（平成29年度普通会計予算）
職員数（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） １人当たりの給与費（Ｂ／Ａ）

1,229人 49億4,165円 ９億2,441万円 19億1,404万円 77億8,010万円 633万円
（注）１　職員手当には、退職手当を含みません。　２　平成29年度当初予算に計上された一般職の額です。

③職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
 （平成29年４月１日現在）

区分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 341,226円 43歳 6 月

技能職 357,274円 52歳 3 月
（注） 平均給料月額とは、職種ごとの職員の基本給
　　 の平均です。

④職員の初任給の状況 （平成29年４月１日現在）

区分

鶴岡市 国

決定初任給
採用後２年
経過日の
給料月額

決定初任給
採用後２年
経過日の
給料月額

一般
行政職

大学卒 182,100円 194,300円
総合職

191,700円 204,100円

一般職
178,200円 190,100円

高校卒 149,300円 157,900円 146,100円 154,500円

２　職員の給与の状況
（注）数値は、平成29年度公務員給与実態調査  （平成29年４月実施）等によるものです。
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た市の人事行政の運営等の状況について② ■問本所職員課☎内線327

７　職員の福祉及び利益の保護の状況
①職員の福利厚生事業の概要

（注）下記の表中の「共済組合」とは山形県市町村職員共済組合を、「互助会」とは山形県市町村職員互助会を指します。

（ア）保健事業の概要（平成28年度）
事業名 事業概要 実施主体

健康診断

○定期健康診断
○各種がん検診
　胃がん検診（40歳以上の職員、30歳以上39歳以下の希望する職員）
　大腸がん検診（40歳以上の職員）
　肺がん検診（40歳以上の希望する職員）
　前立腺がん検診（50歳以上の希望する職員）
　子宮がん検診（20歳以上の希望する職員）
　乳がん検診（30歳以上の希望する職員）

市

市
〃
〃
〃

共済組合
〃

人間ドック ○退職前（退職予定で56歳以上の希望する職員）　  １泊２日
○節目年齢（40歳または50歳の希望する職員）　   １泊２日

互助会
〃

脳ドック ○優先型（45歳の希望する職員）　　　半日
○希望型（46歳以上の希望する職員）　半日

互助会
〃

保健指導 ○特定保健指導（支援対象者で希望する職員） 共済組合

メンタルヘルスケア
○こころの健康相談
○メンタルヘルス研修（課長等管理職、担当者向け）
○ストレスチェック

市、共済組合
〃
市

（注）主なものを記載しました。

（イ）給付事業の概要（平成28年度）
事項 共済組合 互助会

職員の死亡 ○埋葬料
○遺族厚生年金

○弔慰金

職員の傷病

医療機関に支払うもの
○法定給付の額
職員に支給するもの
○高額療養費
○一部負担金払戻金

○一部負担金補助金

職員の出産 ○出産費 ―

（注）主なものを記載しました。

（ウ）貸付事業の概要（平成28年度）
貸付の種類 最高限度額 貸付利率 実施主体

住宅貸付 1,800万円 2.66％

共済組合
在宅介護
対応住宅
貸付

300万円 2.40％

（注）主なものを記載しました。

②公務災害の発生状況（平成28年度）
公務災害 通勤災害 計

認定件数 34件 2件 36件

③勤務条件に関する措置の要求の状況
　地方公務員法の規定に基づき、職員から給与、勤務時間その
他の勤務条件に関する措置の要求があった場合に、これを審査
し、判定を行い、その結果要求が適当なものと判定した場合に
は、権限を有する機関に必要な勧告を行うものです。
　この事務は、山形県人事委員会に委託しています。

平成28年度中
要求件数

平成28年度中処理件数 平成28年度末
係属件数却下 判定

０件 ０件 ０件

④不利益処分に関する不服申立ての状況
　地方公務員法の規定に基づき、職員から、懲戒その他その意
に反する不利益処分について不服申立てがあった場合に、これ
を審査し、不服申立てに理由があると認めた場合には処分を取
り消し、修正の採決を行い、また、必要がある場合には、処分
者に対しその処分による不当な取扱いを是正するための指示を
行うものです。
　この事務は、山形県人事委員会に委託しています。

平成28年度中
申立て件数

平成28年度中処理件数 平成28年度末
係属件数却下 判定

０件 ０件 ０件

人事行政
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た市の人事行政の運営等の状況について②

①営利企業への従事許可
　地方公務員法の規定に基づき、職員は、任命権者の許可な
く、営利企業の役員等への就任、自ら営利企業を営むこと及
び報酬を得て事業に従事することは禁止されています。許可
される場合の主な例として次のものがあります。
○職員が居住地区の消防団員として消火・水防業務等に従事
　する場合
○国勢調査員として業務に従事する場合

②職務専念義務の免除
　地方公務員法の規定に基づき、法律その他条例に特別の定
めがある場合を除き、勤務時間中、職務に専念する義務が課
せられています。例外的に、職務専念義務が免除される場合
の主な例として次のものがあります。
○研修を受ける場合
○厚生に関する計画の実施に参加する場合（山形県市町村職
　員共済組合事業に参加する場合等）

５　職員の服務の状況

①分限処分者数（平成28年度）
　分限処分とは、職員が職務を十
分に遂行できない場合等に、公務
の能率維持と適正運営を目的とす
る処分です。

区分 処分者数（人）
降給 ０
降任 ０
休職 14
免職 ０

②懲戒処分者数（平成28年度）
　懲戒処分とは、職員の非違行為
に対し道義的責任を追及すること
によって公務の規律と秩序の維持
を目的とする制裁的な処分です。

区分 処分者数（人）
戒告　 1
減給 0
停職 2
免職 1

４　職員の分限及び懲戒処分の状況

①一般職員の勤務時間の状況（平成29年４月１日現在）

１週間当たりの勤務時間 勤務開始時刻 勤務終了時刻 休憩時間 １日の勤務時間
38時間45分 ８：30 17：15 12：00 ～ 13：00 ７時間45分

②各種休暇等の概要
○年次有給休暇　１年につき20日付与（20日を上限に残日数を翌年に繰越し可）
○病気休暇　　　負傷・疾病で療養の必要があり、勤務しないことがやむを得ない場合に認められる有給の休暇
○特別休暇　　　結婚、出産、親族の死亡その他特別の事由のため勤務しないことが相当である場合に認められる有給の休暇
○介護休暇　　　配偶者、父母、子等の負傷、疾病または老齢によって２週間以上にわたり日常生活を営むのに支障のある者を介
　　　　　　　　護するため、勤務しないことが相当である場合に認められる無給の休暇
○育児休業　　　子が３歳に達する日までを限度とした無給の休業（子が小学校就学の始期に達するまでに限り認められ、勤務時
　　　　　　　　間に応じて有給の「育児短時間勤務制度」もあり）

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

①研修の状況（平成28年度）

研修体系 研修目的 研修内容・派遣機関 受講
延人数（人）

一般研修
職務遂行に必要な知識、技
能、態度等を修得するため
に行う階層別研修

新規採用職員研修
主事級職員研修
係長級職員研修
課長補佐・主査級職員研修

227

特別研修 より専門的な知識や技能等
を修得するために行う研修

人事評価制度研修
地区担当職員研修 241

派遣研修 職員を各種研修機関に派遣
して行う研修

市町村アカデミー
山形県市町村職員研修所
自治大学校

74

自主研修
市行政の能率的な運営に資
するため、職員の自己啓発
意欲に基づく自主的な研修

26個人 26

合計 568

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
②勤務評定の状況（平成28年度）

（ア）昇給の場合
　毎年１月１日現在において、原則とし
て各職員の前１年間の勤務成績を判定し、
その結果、昇給を決定しています。

（イ）昇格の場合
　昇任の時期または昇格基準を満たした
時期に、各職員の当該職務の級に在級し
ている全期間の勤務成績を判定し、その
結果、昇格を決定しています。

（注）昇格とは、給与条例に基づく級が上
　　  がることです。昇任とは、上位の職
　　  （職名）になることです（6 ページ「⑥
　　  一  般行政職の級別職員数の状況」の
　　  表参照）。

（注）派遣研修の研修内容・派遣機関については、主なものを記載しました。
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申告書は郵送で提出できます

　お送りした申告書に同封されている返信用封筒に、必
要事項を記入した申告書、控除証明書等（社会保険料や
生命保険料の証明書等）、医療費の明細書等、本人確認
書類（マイナンバーカードのコピー、または、マイナン
バー確認書類と身元確認書類のコピー）を入れ、切手を
貼って郵送してください。なお、本人確認書類の返却は
できませんのでご注意ください。

自書が難しい場合は申告会場で申告を受け付けます

　各地域庁舎会場は前日までに予約が必要です。申告書
と必要書類、本人確認書類をお持ちください。また、営
業や農業の収支計算、医療費控除の集計等を済ませてか
らお越しください。
■申告期間
　２月16日○金 ～３月15日○木 午前９時～午後４時
■予約受付期間
　２月７日○水 ～３月14日○水 午前９時～午後４時
■申告会場

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

税の申告はお早目に！　３月15日○木まで
税

■問本所課税課☎内線243

所得税の確定申告等をする方へ市・県民税の申告をする方へ

※どの会場でも申告を受け付けます。
※上表の予約電話番号は予約受付期間のみ通話可能です。

庁舎 会場 予約電話番号
本所 ２階201会議室 予約不要
藤島 ３階大会議室 ☎64‐2631
羽黒 ２階会議室 ☎62‐4526
櫛引 １階第１会議室 ☎57‐5363
朝日 ４階大会議室 ☎53‐3027

温海
２月16日○金・19日○月木野俣集落センター
２月20日○火～23日○金鼠ヶ関公民館
２月26日○月・27日○火山五十川公民館
２月28日○水～温海庁舎５階501会議室

☎43‐3038

申告・納税期限

▷所得税・復興特別所得税、贈与税…３月15日○木
▷個人事業者の消費税…４月２日○月
※所得税と復興特別所得税、消費税は振替納付で
きます。振替納付日は、所得税と復興特別所得税
が 4 月20日○金 、消費税が25日○水 です。

国税庁ホームページ「確定申告書等作成
コーナー」で確定申告書を作成できます

▷電子申告（e-Tax）または印刷して郵送等で提
　出することで、税務署へ行かなくても申告でき
　ます
▷確定申告期間は24時間利用できます（月曜日
　の午前０時～８時30分を除く）
▷自動計算のため計算誤りのない申告書を作成で
　きます
▷作成したデータを保存すれば、そのデータを翌
　年以降の申告でも利用することができます

申告書作成会場を開設します

■期間　２月16日○金 ～３月15日○木 （土曜・日曜
　　　　日を除く）午前10時～午後 4 時
■会場　エスモール２階
※鶴岡税務署には設置されませんのでご注意くだ
さい。

確定申告に関する相談

　鶴岡税務署☎22‐1401へお問い合わせくださ
い（音声案内に従い「０」を選択してください）。　

　

稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
の
中
で
の
野

球
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
た
の
は
小
学
校
に
入

っ
た
頃
だ
っ
た
。
時
々
上
級
生
が
仕
掛
け
た

落
と
し
穴
に
は
ま
っ
た
り
し
な
が
ら
、
少
年

時
代
を
過
ご
し
た
。
小
学
３
年
生
の
時
、
地

元
の
大
泉
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
り
、
一
つ

先
輩
に
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
に
１
位

指
名
さ
れ
た
吉
住
晴
斗
投
手
の
父
・
英
則
君

が
い
た
。
今
に
な
っ
て
思
え
ば
、
英
則
君
に

は
晴
斗
投
手
を
彷
彿
さ
せ
る
身
体
能
力
の
高

さ
が
あ
っ
た
が
、
私
は
体
も
小
さ
く
、
重
い

バ
ッ
ト
に
振
り
回
さ
れ
る
の
が
せ
い
ぜ
い
だ

っ
た
。

　

高
校
の
春
の
県
大
会
で
ベ
ス
ト
４
に
入
っ

た
の
が
自
慢
だ
。
夏
は
も
し
か
し
た
ら
甲
子

園
に
行
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
本
番
が
近

づ
く
に
つ
れ
、
緊
張
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い

た
が
、
シ
ー
ド
校
と
し
て
臨
ん
だ
最
後
の
大

会
は
初
戦
で
敗
退
。
仲
間
と
の
そ
の
思
い
出

を
今
も
大
切
に
し
て
い
る
。
気
迫
・
集
中
・

誠
実
と
い
う
野
球
部
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
ず
っ

と
頭
に
残
っ
て
い
る
。

　

野
球
に
打
ち
込
ん
だ
時
期
が
あ
っ
た
ら
し

い
私
の
噂
を
聞
い
た
の
か
、若
手
職
員
が「
一 ( 1 )
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税の申告はお早目に！　３月15日○木まで

市・県民税申告書提出ポストを設置します

　市・県民税申告書のほか確定申告書を提出すること
ができます。確定申告書はそのまま鶴岡税務署に送付
しますので、本人控えは入れないでください。なお、
受付印を押すことはできません。

■設置期間
　２月16日○金 ～３月15日○木午前９時～午後４時
■設置場所
　本所課税課及び各地域庁舎

　税の申告は、その内容が市・県民税、国民健康保
険税、所得・課税証明書などの資料となる大切なも
のです。本市では、年金・給与以外の所得があり市・
県民税の申告義務がある方と、所得確認が必要な方
へ、申告書を１月23日に発送しました。
※申告書が届いた方で､ 収入がない場合は申告書裏
面に状況を記入の上、本所課税課へ提出してくださ
い。

市・県民税申告書が必要な方は…
　本所課税課へ問い合わせるか、市ＨHPから
ダウンロードしてください。

マイナンバー制度導入に伴って

　市・県民税申告書や確定申告書には
マイナンバーを記入する必要があり
ます。納税者本人のものだけでなく、
控除対象配偶者や扶養親族、事業専従
者のマイナンバーも記入する必要が
あるのでご留意ください。

　また、提出の際には、マイナンバー法で定められ
た次の確認書類等が必要です。
▷マイナンバーカードをお持ちの方
　　マイナンバーカード
▷マイナンバーカードをお持ちでない方
　　①マイナンバー確認書類：通知カードまたはマ
　　　イナンバーが記載されている住民票　
　　②身元確認書類：運転免許証または公的医療保

　険の被保険者証、パスポート、身体障害者手帳、
　在留カードなどいずれか１つ
※控除対象配偶者や扶養親族、事業専従者の本人
確認のための書類の添付は不要です。
※代理の方が申告する場合は、納税者本人のマイ
ナンバー確認のほかに代理権の確認と代理人の身
元確認を行いますので、送付された市・県民税申
告書と代理人の身元確認書類、納税者のマイナン
バーカードまたはマイナンバー確認書類のコピー
を準備してください。

※申告書が届いていない方でも、年末調整済給与
のほかに20万円以下の所得がある方や、400万
円以下の公的年金収入のみの方で、控除を追加し
たい方等は市・県民税申告をしてください。

【マイナンバーカード（イメージ）】
（表） （裏）

筆
入
魂
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
提
案
し
て
く

れ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
。

　

昨
年
十
月
に
市
長
に
就
任
以
降
、
難
し
い

課
題
に
直
面
し
つ
つ
も
、
多
く
の
人
に
出
会

い
、
励
ま
さ
れ
日
々
過
ご
し
て
い
る
。

　

先
日
、
百
歳
の
賀
詞
に
伺
っ
た
五
十
嵐
豊

子
さ
ん
は
、
一
人
暮
ら
し
。
晴
れ
た
日
に
は

歩
い
て
買
い
物
に
行
く
と
い
う
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
に
驚
か
さ
れ
た
。
仏
壇
の
旦
那
様
に
す
ぐ

に
報
告
す
る
姿
が
愛
ら
し
か
っ
た
。
技
能
五

輪
全
国
大
会
の
日
本
料
理
部
門
で
銅
賞
に
入

賞
し
た
山
口
明
日
香
さ
ん
（
加
茂
水
族
館
レ

ス
ト
ラ
ン
「
沖
海
月
」
勤
務
）
に
、
将
来
は

自
分
の
お
店
を
持
ち
た
い
か
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
日
々
、
目
の
前
の
こ
と
に
精
一
杯
向

き
合
っ
て
い
く
だ
け
で
す
」
と
き
っ
ぱ
り
。

そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
を
、
夢
を
、
支
え
て
い

け
る
よ
う
な
市
政
に
し
て
い
き
た
い
。

　

農
林
水
産
省
時
代
か
ら
行
政
に
携
わ
っ
て

以
来
、
意
思
決
定
過
程
や
審
議
な
ど
の
「
記

録
」
に
つ
い
て
の
重
要
性
に
直
面
す
る
こ
と

も
多
か
っ
た
。
富
塚
陽
一
市
長
の
「
市
長
日

記
」
の
様
な
も
の
に
は
、
畏
れ
多
く
も
な
れ

る
は
ず
も
な
い
が
、
対
話
の
市
政
を
掲
げ
る

自
分
な
り
の
考
え
を
、
鶴
岡
市
政
発
展
の
一

助
と
な
る
よ
う
な
「
記
録
」
と
し
て
書
い
て

い
き
た
い
。
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加
入
し
た
方
は
、
今
年
度
の
保
険
料
の
全
額

を
納
付
書
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）　

▽
保
険
料
額
が
途
中
で
変
更
に
な
っ
た
方

（
保
険
料
額
の
変
更
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
が

途
中
で
停
止
と
な
っ
た
方
、
保
険
料
が
増
額

と
な
っ
た
た
め
追
加
で
納
め
る
保
険
料
が
発

生
し
た
方
に
、
保
険
料
の
変
更
通
知
と
併
せ

て
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

納
め
て
く
だ
さ
い
）

▼
口
座
振
替
に
つ
い
て　

納
付
書
が
届
い
た

方
で
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
金
融
機

関
等
で
手
続
き
を
す
る
と
本
人
ま
た
は
家
族

の
口
座
か
ら
、
口
座
振
替
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
納
期
限
を

過
ぎ
た
保
険
料
は
引
き
落
と
さ
れ
な
い
た
め
、

納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
以
前

に
国
民
健
康
保
険
等
で
使
用
し
て
い
た
振
替

口
座
は
引
き
継
が
れ
ま
せ
ん
の
で
、
新
た
に

口
座
振
替
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

２
月
は
児
童
手
当
の　
　
　

支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
は
、
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
3
回
（
６
・
10

・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
２
月
に
支
給
さ

れ
る
児
童
手
当
は
、
昨
年
10
月
～
今
年
１
月

分
で
、
２
月
15
日
○木
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

若
者
定
着
奨
学
金
返
還
支
援

事
業
（
地
方
創
生
枠
）
募
集

　

若
者
の
地
元
回
帰
・
定
着
を
促
進
す
る
た

め
、
県
と
市
が
連
携
し
、
対
象
者
の
奨
学
金

返
還
を
支
援
し
ま
す
。 

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
県
内
高
校

を
卒
業
し
、
大
学
等
に
進
学
予
定
ま
た
は
在

学　

②
日
本
学
生
支
援
機
構
第
一
種
奨
学
金

（
無
利
子
）
の
貸
与
を
受
け
る　

③
大
学
等

を
卒
業
後
、
６
か
月
以
内
に
市
内
に
居
住
・

就
業
し
3
年
間
継
続
す
る
見
込
み　

④
指
定

の
産
業
分
野
へ
就
職
を
希
望　

■
返
還
支
援

額　

奨
学
金
の
返
還
残
額
と
認
定
後
貸
与
を

受
け
た
月
数
に
２
万
６
、
０
０
０
円
を
乗
じ

た
額
の
う
ち
、
低
い
方
の
額　

■申
２
月
20
日

○火
ま
で
管
理
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８

６
２
へ生

活
・
そ
の
他

軽
自
動
車
等
の
廃
車
・
名
義

変
更
の
届
出
は
お
早
目
に

▼
軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は
４
月
１
日
で

す　

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
、
小
型

二
輪
車
等
を
廃
車
あ
る
い
は
譲
渡
す
る
方
、

ま
た
は
相
続
し
た
方
は
、
廃
車
届
や
名
義
変

更
届
が
必
要
で
す
。
３
月
末
は
窓
口
が
大
変

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
廃
車
等
を
す
る
場
合

は
早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
…

本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
６
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

▽
軽
自
動
車
…
軽
自

就
職
等
の
際
に
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
２
回
済
ま
せ
て
い
る
こ
と
の
証
明
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
風

し
ん
は
妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
感
染
す
る
と
、

生
ま
れ
て
く
る
子
供
に
障
害
が
残
る
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
り

ま
す
。
子
供
の
将
来
の
た
め
に
も
、
定
期
接

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
２

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
２
民
生
区
（
第
二
学
区
）
…
若
松
玲
子

（
大
東
町
東
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

医
療

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が

未
納
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
、
年

金
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
が
原
則
で

す
が
、
次
の
方
は
年
金
か
ら
差
引
き
で
き
な

い
た
め
、
納
付
書
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
納
付
書
兼
納
付
済
通
知
書
）
で
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
納
付
書
に
記
載
の
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
差
引
き
対
象
の
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満

の
方　

▽
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を

超
え
る
方　

▽
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
た
方
（
昨
年
６
月
１
日
以
降
に

市
政

公
立
保
育
園 

保
育
補
助
・
調
理
員 

募
集

　

市
内
の
公
立
保
育
園
で
、
臨
時
職
員
ま
た

は
パ
ー
ト
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

若
干
名　

■申
履
歴
書
を
お
持

ち
の
上
、
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
８

０
へ　

■他
申
込
み
時
に
臨
時
職
員
登
録
が
必

要

健
康
・
福
祉

3
月
1
日
○木
～
７
日
○水
は 

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

　

ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
感
染
症

か
ら
子
供
た
ち
を
守
る
た
め
、
毎
年
こ
の
時

期
に
日
本
医
師
会
等
が
主
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。
協
力
医
療
機
関（
２
月
中
旬
に
市
HP

に
掲
載
予
定
）で
は
、
こ
の
期
間
、
ふ
だ
ん

よ
り
受
け
や
す
い
日
時
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
で
受
け
忘
れ
て
い
る
予
防
接

種
が
な
い
か
確
認
し
、
こ
の
機
会
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
（
接
種
の
際
は
医
療
機
関
に
要
予

約
）。

※
現
在
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
国
内
供
給

が
不
足
気
味
で
す
。
早
目
に
予
約
し
、
対
象

期
間
内
に
定
期
接
種
を
終
え
ま
し
ょ
う
。

▼
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
に
つ

い
て　

海
外
へ
の
修
学
旅
行
や
留
学
、進
学
、

種
の
対
象
期
間
内
に
必
ず
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
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動
車
検
査
協
会
（
三
川
町
）
☎
０
５
０
‐
３

８
１
６
‐
１
８
３
６
ま
た
は
県
自
家
用
自
動

車
協
会
田
川
支
部
☎
24
‐
１
５
２
２
へ　

▽

軽
二
輪
車
…
軽
自
動
車
協
会
（
三
川
町
）
☎

68
‐
０
６
１
１　

▽
小
型
二
輪
車
…
山
形
運

輸
支
局
庄
内
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
（
三

川
町
）
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
４

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
６　

■他
軽
自
動

車
・
小
型
二
輪
車
に
関
す
る
問
合
せ
の
際
は

車
検
証
を
ご
用
意
く
だ
さ
い　

２
月
は「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」

ム
リ
な
く
楽
し
く
省
エ
ネ
を
！

　

寒
さ
の
厳
し
い
２
月
は
、
１
年
の
う
ち
で

も
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
大
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
践
し
て
、
地
球
温

暖
化
対
策
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

▼
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
の
省
エ
ネ
活
動
の
例　

▽
肌
寒
い
と
き
は
１
枚
余
分
に
着
る　

▽
暖

房
は
室
温
20
度
を
目
安
に
温
度
を
調
節
す
る

▽
丈
の
長
い
厚
目
の
カ
ー
テ
ン
を
使
い
、
冷

気
の
侵
入
を
防
ぐ　

▽
暖
房
機
器
や
電
気
製

品
の
不
必
要
な
つ
け
っ
ぱ
な
し
を
し
な
い

▽
電
気
製
品
を
長
時
間
使
わ
な
い
と
き
は
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く　

▽
電
気
・

ガ
ス
・
石
油
機
器
等
を
買
う
と
き
は
省
エ
ネ

性
能
の
高
い
も
の
を
選
ぶ　

▽
冷
蔵
庫
内
は

季
節
に
合
わ
せ
て
温
度
を
調
節
し
、
物
を
詰

め
込
み
過
ぎ
な
い　

▽
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
は

こ
ま
め
に
止
め
る　

▽
車
の
運
転
で
は
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
し
て
燃
費
効
率
の
向
上

を
図
る

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ 

第
10
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

■
請
求
期
間　

４
月
２
日
○月
ま
で　

■対
平
成

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

27
年
４
月
１
日
に
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

の
遺
族
で
、
支
給
要
件
を
満
た
す
先
順
位
の

遺
族
１
人　

■
支
給
額　

額
面
25
万
円
（
5

年
償
還
の
記
名
国
債
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎

内
線
１
３
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へマ

ナ
ー
を
守
っ
て
人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
ま
ち
に 

動
物
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い

　

犬
や
猫
等
の
愛
護
動
物
を
虐
待
し
た
り
、

捨
て
た
り
（
遺
棄
）
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

違
反
す
る
と
懲
役
や
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

動
物
の
飼
い
主
は
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て

生
涯
飼
育
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
動
物
に
子
供
が
生
ま
れ
て
飼
え
な
い

か
ら
と
捨
て
て
し
ま
う
と
、
ま
ち
を
う
ろ
つ

き
、
住
居
や
庭
を
荒
ら
す
な
ど
、
多
大
な
迷

惑
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
繁
殖
を
望

ま
な
い
（
生
ま
れ
て
も
責
任
を
持
っ
て
飼
え

な
い
）
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院

で
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

庄
内
保
健
所
☎
66
‐
４
７
４
８
で
は
、
新
し

い
飼
い
主
を
探
す
た
め
の
掲
示
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

荘
内
病
院 

院
内
売
店
運
営
事
業
者
募
集

　

荘
内
病
院
の
院
内
売
店
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
型
）
を
運
営
す
る
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。
選
定
方
法
は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
す
。

■
オ
ー
プ
ン
予
定
時
期　

5
月
下
旬
～
６
月

上
旬　

■問
同
院
総
務
課
☎
26
‐
５
１
１
１
内

線
６
３
２
３　

■他
詳
細
は
２
月
９
日
○金
に
同

院
HP
に
掲
載

医療サービス向上の取り組み

地域連携リンクナース委員会の活動

　入院中の患者やご家族が安心して退院できるよう
に「地域連携リンクナース」を各入院棟に配置し、
希望する療養先の確認やケア方法の情報提供、地
域の医療福祉介護関係者との連携を強化していま
す。また、入院中のケアを退院後も継続できるよう
に、患者やご家族に分かりやすいパンフレットの作
成、退院支援を考える研修会の開催をしています。

医師修学資金貸与制度のご案内

　医学生を経済的に支援するため医師修学資金を貸
与しています。大学卒業後一定の期間、当院に勤務
すると、貸与した資金の返還を免除します。現在、
本市出身の医学生９人が利用しています。
◆対象は次の条件を満たす方です
▷大学卒業後、医師として当院に勤務する意思があ
る
▷大学の医学を履修する課程に在学している
▷原則としてほかの修学資金等の返還債務がない
◆来年度の募集　４月２日○月 から（予定）
　貸与までの流れや返還免除の要件など、詳細は当
院ＨHPをご覧ください。

好評です！ドクター出前講座

　医師等が出張し、当院が
取り組んでいる地域医療に
ついて分かりやすく説明す
る講座を、初めて開催しま
した。内容は、医師のミニ
講演「がん予防12ヶ条」、研修医の寸劇「救急外来
24時」、車座フリートークなどです。

【参加者の感想・意見】
「ミニ講演は時間が短くても分かりやすかった」「寸
劇は親しみやすくよい企画だった。ほかの内容でも
見たい」「高齢者は地元の荘内病院が頼りなので発
展してほしい」など

荘内病院

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6333

　病院機能評価の認定を受けました
　公益財団法人日本医療機能評価機構が審査する病
院機能評価（一般病院 2 、<3rdG:Ver.1.1>）の認
定を受けました。これは組織的に医療を提供するた
めの基本的な活動（機能）を適切に実施しているこ
とが認められたものです。
　今後も病院憲章に掲げる「高度・良質な医療と心
のこもった患者サービスで地域医療を担う基幹病
院」を目指し、職員が一丸となって医療の質の向上
に取り組んでいきます。
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 鶴岡市成人式

＜荘銀タクト鶴岡＞

合併後も旧市町村単位で行ってきた成人式を初
めて全市統一で開催しました。対象者1,364人
のうち1,179人が出席。会場は振り袖やスーツ

１.７
姿の新成人の笑顔で彩られました。式典では全
員が市民憲章を唱和。また、代表が誓いの言葉を
述べ社会の一員としての決意を新たにしました。

羽黒 お正月に食べる餅を作ろう

「よいしょー！」。会場に威勢の良い掛け
声が響き笑顔があふれます。参加者はつ
き立てのお餅を丁寧に丸めていました。

12.30

＜月山ビジターセンター＞

温海 藁焼き行事

わらやお札等が掛けられた「ほうの木」
を囲む住民たち。おたきあげの炎を眺め
ながら、１年間を締めくくりました。

12.31

＜越沢地区＞
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市内の各界から約480人が出席。皆川市
長と鶴岡商工会議所の早坂会頭の賀詞に
続き、新年を祝う鏡開きが行われました。

１.４

鶴岡 鶴岡市新年名刺交換会

＜東京第一ホテル鶴岡＞

藤島 東田川文化記念館所蔵品展 浮世絵版画展

歌川国貞・歌川芳虎の美人画や豊原国周
の役者絵など、幕末・明治期に活躍した
浮世絵師の鮮やかな作品が並びました。

１.４
～21

＜東田川文化記念館＞

市内 長寿・白寿賀詞贈呈

「もっと長生きしてくださいね」。数え年
100歳と99歳の方合わせて196人を市長
などが訪問し、賀詞と祝品を贈りました。

１.４
～12

＜写真：櫛引地域＞

朝日 庄内中学生スキー大会

県総体を目指す選手たちが出場。降り積
もった柔らかな雪に苦戦しつつも練習の
成果を発揮し、風のように滑降しました。

１.11

＜湯殿山スキー場＞

鶴岡 長靴アイスホッケー大会

「走れ！」。スケート靴代わりの長靴を履
き、ひたむきに氷上のボールを追う選手。
市内５チームが熱戦を繰り広げています。

１.９
～
２.20

＜小真木原スケート場＞

鶴岡 鶴岡市文化会館利活用会議

運営主体の在り方などを議論するため、
専門家や市民の代表等で組織する会議が
設置され、１回目の会合が開かれました。

１.11

＜荘銀タクト鶴岡＞
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催
し

荘
内
神
社
宝
物
殿 

江
戸
時
代
の
美
し

い
工
芸
品
の
数
「々
新
春
雅
な
世
界
展
」

■日
２
月
12
日
○月
ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分　

■場
・
■問
同
神
社
☎
22
‐
８
１
０
０　

■他
HP郷

土
ゆ
か
り
の
企
画
展
覧
会「
庄
内

の
美
術
家
た
ち
13 

秋
野
松
堂
」

■日
２
月
３
日
○土
～
３
月
４
日
○日
午
前
９
時
～

午
後
５
時　

■費
大
人
…
２
０
０
円　

高
校
生

・
大
学
生
…
１
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無

料　

■場
・
■問
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29

‐
０
２
６
０　

■他
学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ト
ー
ク
（
２
月
10
日
○土
・
24
日
○土
午
後
２
時
）。

HP
寒
そ
ば
ま
つ
り

■日
３
月
11
日
○日
ま
で
の
午
前
11
時
～
午
後
５

時　

■内
十
割
そ
ば
・
キ
ノ
コ
と
豚
し
ゃ
ぶ

鍋
・
ミ
ニ
天
ぷ
ら
・
小
鉢　

■費
１
、
５
０
０

円
（
当
日
は
１
０
０
円
増
し
）　

■場
・
■問
そ

ば
処
大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３

企
画
展
示「
日
本
遺
産
認
定　

北
前

船
と
酒
田
港
の
歴
史
を
振
り
返
る
」

■日
４
月
22
日
○日
ま
で
の
午
前
10
時
～
午
後
５

時　

■場
・
■問
酒
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３

４
‐
26
‐
５
６
４
２

松
ヶ
岡
雪
灯
篭
ま
つ
り

▼
こ
ど
も
ま
つ
り　

■日
２
月
10
日
○土
午
前
10

時
～
午
後
３
時　

■内
カ
ラ
ー
ミ
ニ
雪
灯
篭ろ
う

づ

く
り
、
ミ
ニ
縁
日
等　

■問
羽
黒
庁
舎
総
務
企

画
課
内
「
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り
塾
羽
黒
グ
ル
ー

プ
」
事
務
局
☎
内
線
２
１
５　

■他
休
憩
所
あ

り
。
松
ヶ
岡
本
陣
の
山
に
そ
り
コ
ー
ス
設
置

▼
蚕
室
群
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　

■日
２
月
10
日

○土
～
12
日
○月
・
17
日
○土
・
18
日
○日
日
没
～
午

後
８
時　

■問
松
ヶ
岡
雪
灯
篭
ま
つ
り
実
行
委

員
会
☎
64
‐
１
３
３
１　

■他
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

cafe

開
催　
　

▼
日
本
遺
産
認
定
「
サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ

ル
ク
」
認
定
記
念
イ
ベ
ン
ト　
「
平
成
冬
夜

読
書
会
」　

■日
２
月
11
日
○日
午
後
４
時　

■内

講
演
「『
松
ヶ
岡
開
墾
場
の
魅
力
』
～
な
ぜ

小
説
に
『
松
ヶ
岡
』
を
採
り
上
げ
た
の
か
」

辻
原
登
氏
（
芥
川
賞
作
家
）　

■申
㈱
出
羽
庄

内
地
域
デ
ザ
イ
ン
☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐

０
８
０
６

▼
松
ヶ
岡
焼
で
楽
し
む
新
酒
を
味
わ
う
会

■日
２
月
17
日
○土
午
後
５
時
30
分　

■定
先
着
50

人　

■内
新
酒
の
振
る
舞
い
（
松
ヶ
岡
焼
お

ち
ょ
こ
プ
レ
ゼ
ン
ト
）、
軽
食
販
売
コ
ー
ナ

ー
、
お
酒
の
話
で
楽
し
む
新
酒
タ
イ
ム　

■費

２
、
５
０
０
円　

■申
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
64
‐
１
３
３
１　

■他
自
作
ぐ
い
飲
み
づ
く

り
（
要
予
約
）

▼
共
通　

■場
松
ヶ
岡
開
墾
場　

■他
川
柳
投
句

箱
を
設
置
、
甲
か
っ
ち
ゅ
う冑雪
合
戦
を
開
催
（
■問
同
ま

つ
り
実
行
委
員
会
☎
64
‐
１
３
３
１
）

６
種
類
の
も
ち
と
そ
ば
を
組
み
合
わ
せ 

そ
ば
＆
も
ち
ま
つ
り

■日
２
月
10
日
○土
、
３
月
10
日
○土
午
前
10
時
30

分
～
午
後
２
時　

■費
７
０
０
円
～　

■場
・
■問

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

出
会
う
、
つ
な
が
る　
　
　

こ
し
ゃ
っ
て
マ
ル
シ
ェ 

ふ
ゆ

■日
２
月
11
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

櫛
引
公
民
館　

■内
農
産
物
・
加
工
品
・
雑
貨

等
販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■問
櫛
引
庁
舎

総
務
企
画
課
内
「
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り
塾
櫛
引

グ
ル
ー
プ
」
事
務
局
☎
内
線
２
１
２　

■他
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

ド
イ
ツ
・
モ
ル
ド
バ
の
有
機
農
業
者
と
交
流 

鶴
岡
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
事
業

▼
工
場
見
学
ツ
ア
ー　

■日
２
月
11
日
○日
午
後

１
時
（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■対
市
民
先
着

20
人　

■内
ブ
ド
ウ
の
枝
を
使
っ
た
薫
製
ハ
ム

作
り

▼
国
際
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

鶴
岡
＆
ド
イ
ツ
＆
モ
ル
ド
バ　

■日
２
月
12
日

○月
午
後
２
時　

■場
つ
る
お
か
食
文
化
市
場
Ｆ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）　

■内

３
か
国
の
有
機
農
業
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
試
食
（
■定
先
着
50
人
〈
要
申

込
み
〉）

▼
共
通　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
内
「
鶴
岡
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
推
進
委
員
会
」
事
務
局
☎
25
‐
８
１

３
１東

洋
大
学
社
会
学
部　
　
　
　
　

「
庄
内
藤
島
調
査
」
現
地
報
告
会

■日
２
月
16
日
○金
午
後
３
時　

■場
藤
島
庁
舎

■内「
藤
島
地
域
を
中
心
と
し
た
エ
コ
タ
ウ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
地
域
資
源
に
関
す
る
調

査
」
の
結
果
報
告　

■問
同
庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン

室
☎
内
線
１
５
５　

■他
市
HP

保
育
園
合
同
卒
園
展 「
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！

つ
る
お
か
こ
ど
も
美
術
館
２
０
１
８
」

■日
２
月
17
日
○土
～
25
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

５
時　

■内
今
年
度
卒
園
児
の
作
品
展
示　

■場

・
■問
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２

６
０庄

内
地
域
「
道
の
駅
」 

冬
の
大
感
謝
祭

■日
・
■場
２
月
17
日
○土
道
の
駅「
あ
つ
み
」・「
み

か
わ
」、
18
日
○日
道
の
駅
「
月
山
」・「
鳥
海
」・

「
し
ょ
う
な
い
」　

■時
午
前
11
時
（
み
か
わ
・

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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■費
３
、
５
０
０
円

■申
２
月
13
日
○火
ま

で
）、
あ
さ
ひ
屋
台

村
、
雪
つ
り
橋
散
歩
、

幸
福
の
フ
キ
ま
じ
な

い
体
験
、
け
っ
つ
滑
り
コ
ー
ナ
ー
、
巨
大
熊

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
冬
の
月
山
ダ
ム
め
ぐ

り
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
雪
だ
る
ま
等　

■申
朝
日
庁

舎
産
業
建
設
課
内「
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」

事
務
局
☎
内
線
３
５
２　

■他
市
HP

朝
日
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
懐
か
し
い
お
ふ
く
ろ
の
味 

山
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■日
２
月
18
日
○日
、
３
月
18
日
○日
午
前
10
時
30

分
～
午
後
２
時　

■費
１
皿
１
０
０
円　

■場
・

■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

庄
内
浜
文
化
伝
道
師
に
学
ぶ

「
ア
ン
コ
ウ
料
理
」

■日
２
月
19
日
○月
午
後
２
時　

■場
農
村
セ
ン
タ

ー　

■対
調
理
師
資
格
を
持
つ
方
20
人　

■師
石

塚
亮
氏
（
庄
内
浜
文
化
伝
道
師
）　

■申
２
月

14
日
○水
ま
で
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推
進
協

議
会
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
９
２
へ　

■他

見
学
を
希
望
す
る
方
は
要
申
込
み
（
■定
20
人
。

試
食
あ
り
）

庄
内
水
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８ 

「
環
境
保
全
型
農
業
の
戦
略
」

■日
２
月
21
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■場
グ
ラ
ン

ド
エ
ル
・
サ
ン　

■定
先
着
１
５
０
人　

■内
講

演
「
堆
肥
等
の
有
機
資
材
の
現
状
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
」
藤
井
弘
志
氏
（
山
大
農
学

部
教
授
）、
政
策
的
視
点
か
ら
の
環
境
保
全

ン
♥
さ
ん
ぽ　

■問
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課
内

「
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り
塾
藤
島
グ
ル
ー
プ
」
事

務
局
☎
内
線
２
１
５

月
山
あ
さ
ひ
雪
ま
つ
り

■日
２
月
18
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■場

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
駐
車
場
等　

■内
雪
ん
こ

ち
ゃ
ん
に
大
変
身
（
■費
２
０
０
円
）、
い
ろ

り
端
で
昔
話
と
あ
ら
れ
煎
り
体
験
（
■費
１
０

０
円
）、
か
ん
じ
き
作
り
実
演
・
体
験
（
■定

先
着
10
人
〈
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
〉　

型
農
業
の
戦
略
に
つ
い
て
の
説
明
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

■申
本
所
農
政
課
☎
内

線
５
７
８　

■他
同
学
部
食
料
生
命
環
境
学
科

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
の
一
般
公
開
を
同
時

開
催発

掘
！
昭
和
の
16
ミ
リ
映
画
会

～
お
と
な
の
た
め
の
名
画
館
～

■日
２
月
23
日
○金
午
後
2
時
30
分　

■定
先
着
30

人　

■内『
横
山
大
観
』『
バ
ス
停
の
座
布
団
』　

■場
・
■問
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０

音
楽
の
夕
べ
～
あ
な
た
と
ク

ラ
ゲ
と
音
楽
と
～

■日
２
月
24
日
○土
午
後
６
時　

■内
礒
見
ト
リ
オ

に
よ
る
ジ
ャ
ズ
演
奏　

■費
大
人
…
１
、
０
０

０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■場
・
■問

加
茂
水
族
館
☎
33
‐
３
０
３
６　

■他
年
間
パ

ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

城
下
町
鶴
岡
の
お
雛
様
め
ぐ

り
＆
ぐ
る
め
ウ
ォ
ー
ク

■日
３
月
３
日
○土
午
前
９
時
10
分

～
午
後
３
時
（
鶴
岡
商
工
会
議

所
会
館
集
合
）　

■定
１
０
０
人　

■内
鶴
岡
公
園
周
辺
の
観
光
施
設

や
商
店
街
の
お
雛ひ
な

様
を
歩
い
て

巡
る　

■費
４
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

■申
２
月
19
日
○月
ま
で
同
会
議
所
☎
24
‐
７
７

１
１
へ白

甕
社 

春
季
展

■日
３
月
３
日
○土
～
11
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

し
ょ
う
な
い
は
10
時
）　

■内
ワ
ン
コ
イ
ン（
１

０
０
円
）
料
理
等　

■問
本
所
都
市
計
画
課
内

「
庄
内
道
の
駅
連
携
協
議
会
」
事
務
局
☎
内

線
４
６
２

ふ
じ
し
ま
冬
の 

あ
っ
た
か
夜
ま
つ
り

■日
２
月
17
日
○土
午
後
５
時　

■場
藤
島
歴
史
公

園
（
H
i
s
u
花
）、
東
田
川
文
化
記
念
館　

■内
あ
っ
た
か
ス
ー
プ
（
ア
ン
コ
ウ
鍋
・
ふ
じ

し
ま
野
菜
ス
ー
プ
）・
チ
ョ
コ
ス
イ
ー
ツ
・

地
域
特
産
品
等
の
販
売
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

東京と仙台で就活イベントを開催します

　鶴岡市へのUIJターン就職を検討している学生・社会人の皆さん
に、本市にある企業の情報を直接提供するイベントを開催します。
いずれの会場も申込みは不要です。本市への就職・移住に興味があ
る方は、気軽にご来場ください。

〈東京〉鶴岡地元就活応援セミナー

■日２月９日○金正午～午後５時30分　
■場タワーホール船堀（東京都江戸川区船堀４‐１‐１）
■内企業ガイダンス・就職相談会、地元就職セミナー（㈱キャリアク
リエイト）
■問本所商工課☎内線563
■他参加者に同日同会場で午後７時開催の「新酒の地酒とワイン、郷
土料理を楽しむ会」の無料招待券進呈

〈仙台〉鶴岡市合同企業説明会

■日３月21日○水午前11時～午後４時　
■場仙台国際センター（宮城県仙台市青葉区青葉山無番地）
■内就職支援セミナー「鶴岡の産業と企業の魅力とは」（㈱荘内銀行）、
合同説明会、就職相談コーナー（ハローワーク鶴岡）、移住相談コ
ーナー（鶴岡市移住コーディネーター）
■問本所商工課☎内線565
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５
時
（
11
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）　

■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
白
甕
社

あ
つ
み
温
泉 

摩
耶
山
新
酒
ま
つ
り

■日
３
月
３
日
○土
午
後
３
時
～
６
時　

■場
あ
つ

み
温
泉
朝
市
広
場　

■内
新
酒
「
摩
耶
山
」
と

摩
耶
山
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
の
飲
み
放
題
、

ミ
ニ
歌
謡
シ
ョ
ー
、
お
楽
し
み
抽
せ
ん
会
等

■費
１
、
０
０
０
円
（
当
日
は
２
０
０
円
増
し
。

抽
せ
ん
券
付
き
。
電
話
予
約
可
）　

■申
あ
つ

み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

大
鳥
で
残
雪
か
ん
じ
き
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
体
験

■日
３
月
４
日
○日
午
前
10
時　

■定
20
人　

■内
猟

師
と
松
平
山
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ヤ
マ
ド
リ

汁
の
昼
食　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

中
学
生

以
下
…
３
０
０
円　

■場
・
■申
２
月
28
日
○水
ま

で
大
鳥
自
然
の
家
☎
55
‐
２
９
４
６
へ　

■他

無
料
送
迎
バ
ス
運
行
（
市
役
所
本
所
発
着
）

新
潟
駅
に
お
け
る
新
幹
線
・
在
来

線
同
一
ホ
ー
ム
化
現
場
見
学
会

■日
３
月
11
日
○日　

■対
庄
内
地
方
在
住
の
小
学

生
以
上
の
方
先
着
30
人
（
小
・
中
学
生
は
保

護
者
同
伴
）　

■
行
程　

い
な
ほ
６
号
乗
車

（
午
前
９
時
20
分
鶴
岡
駅
発
）
→
新
潟
駅
着
・

各
自
昼
食
→
現
場
見
学
会
（
午
後
１
時
15
分

同
駅
）→
現
地
解
散　

■費
Ｊ
Ｒ
東
日
本
酒
田
・

鶴
岡
発
新
潟
フ
リ
ー
パ
ッ
ク
の
料
金
（
費
用

の
半
額
を
助
成
）　

■申
２
月
20
日
○火
ま
で
酒

田
市
政
策
推
進
課
内「
新
潟
駅
現
場
見
学
会
」

事
務
局
☎
０
２
３
４
‐
26
‐
５
７
０
４
へ

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
公
演

鶴
岡
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
３
月
11
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡
　
■内
宮
城
県
利
府
太
鼓
、
由
良
八

乙
女
太
鼓
、
ふ
じ
し
ま
太
鼓
鼓
粋
、
念
珠
関

辨
天
太
鼓
創
成
会
、
朝
日
祥
雲
御
山
太
鼓
ほ

か　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

高
校
生
以

下
…
５
０
０
円　

幼
児
…
無
料　

■申
同
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

庄
内
地
域
の
約
１
1
０
社
の
企
業
が
参
加
し
ま
す

学
生
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
庄
内
就
職
説
明
会

■日
３
月
24
日
○土
・
25
日
○日

午
後
１
時
～
４
時
30
分

■場
い
ろ
り
火
の
里
な
の

花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）

■対
来
年
３
月
に
大
学
・
短

大
・
高
専
等
を
卒
業
見
込
み
の
学
生
、
既
卒

者
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者　

■内
企
業
内
容

全
般
の
説
明　

■問
庄
内
総
合
支
庁
地
域
産
業

経
済
課
☎
66
‐
５
４
８
４

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■日
２
月
７
日
○水
・
23
日
○金
、
３
月
７
日
○水
・

16
日
○金
午
後
７
時　

■対
高
校
生
以
上　

■費
３

０
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐
２
１

４
３　

■他
要
予
約

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の 

交
流
・
相
談
・
情
報
交
換
に

▼
ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ　

■日

２
月
８
日
○木
、
３
月
８
日
○木　

■内
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
交

流
や
相
談　

■費
各
１
０
０
円

▼
認
知
症
の
人
と
家
族
の
交
流
の
つ
ど
い

■日
２
月
19
日
○月
、
３
月
22
日
○木　

■内
認
知
症

介
護
の
こ
つ
等

▼
共
通
　
■時
午
前
10
時
　
■場
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　
■申
開
催
日
の
2

日
前
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
３

へ
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ　

ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

▼
社
交
ダ
ン
ス　

■日
毎
週
木
曜
日

▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球　

■日
毎
週
土
曜
日

▼
共
通　

■時
午
後
７
時　

■場
小
真
木
原
総
合

体
育
館　

■費
１
万
５
、
０
０
０
円
（
月
払
い

２
、
０
０
０
円
、
別
途
登
録
年
会
費
２
、
０

０
０
円
）　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

慶
應
義
塾
大
学
か
ら
だ
館
健
康
大
学 

知
っ
て
得
す
る
情
報
～
お
薬
と
薬
局
の
お
話
～（
全
２
回
）

■日
・
■場
・
■師
講
義
編
…
２
月
16
日
○金
午
後
１

時
30
分
・
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
栗
原

智
広
氏
〈
日
本
調
剤
若
葉
薬
局
管
理
薬
剤

師
〉）　

調
理
編
…
22
日
○木
午
前
10
時
・
中
央

公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
（
小
川
豊
美
氏
〈
㈱

と
よ
み
管
理
栄
養
士
〉）　

■定
16
人　

■費
５
０

０
円　

■申
２
月
13
日
○火
ま
で
慶
應
義
塾
大
学

か
ら
だ
館
☎
29
‐
０
８
０
６
へ

が
ん
患
者
と
家
族
の
た
め
の 

ほ
っ
と
広
場

■日
２
月
17
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■内
保
健
師

に
よ
る
ミ
ニ
講
話
、
茶
話
会　

■申
同
院
内
緩

和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎

26
‐
５
１
８
０

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
２
月
19
日
○月
、
３
月
12
日
○月
午
後

７
時
、
３
月
３
日
○土
午
前
10
時
30
分

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

２
・
３
月
の
毎
週
2
回　

■時
午
後
2
時
・
７

時▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

２
月
８
日
○木
、
３
月
８
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
体
育
館
（
☎
57
‐
４
３
１
１
）　

■日

①
２
月
６
日
・
20
日
、
３
月
６
日
・
20
日
、

４
月
３
日
の
火
曜
日　

②
２
月
９
日
・
23
日
、

３
月
９
日
・
23
日
の
金
曜
日　

■時
①
午
後
２

時
30
分　

②
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

R
D
D
（
世
界
希
少
・
難
治
性

疾
患
の
日
）
in
鶴
岡
２
０
１
８

■日
２
月
25
日
○日
午
後
１
時
～
３
時　

■場
先
端

研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■内「
出
会
い
と

語
り
」
の
カ
フ
ェ
、
希
少
・
難
治
性
疾
患
に

つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
玉
手
箱
を
つ
く
ろ
う
」　

■問
慶
應
義
塾
大
学

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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（
自
由
来
館
型
遊
び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日

午
前
開
放
）　

■日
２
月
25
日
○日
、
３
月
10
日

○土
午
前
９
時
～
正
午

▼
育
児
講
話　

■日
３
月
２
日
○金
午
前
10
時

■対
新
婚
・
妊
娠
・
子
育
て
中
の
方
先
着
15
人

■内「
子
育
て
一
年
生
だ
っ
て
大
丈
夫
」
後
藤

敬
子
氏
（
酒
田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
助
産
師
）　

■他
託
児
あ
り

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２

７
４
１ま

ん
ま
ル
ー
ム
２
月
の
講
座 

「
食
事
の
悩
み
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
」

■日
２
月
16
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
保
育
園

長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

南
部
児
童
館

▼
乳
幼
児
親
子
向
け
講
習
会
【
マ
マ
＆
親

子
ヨ
ガ
】　

■日
２
月
16
日
○金
午
前
10
時
15
分　

■場
同
館　

■定
先
着
20
組　

■師
上
野
和
佳
氏

（
チ
ャ
イ
ル
ド
ヨ
ガ
プ
レ
イ
ス
ク
ー
ル
天
使

の
輪
は
れ
ぐ
み
）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
２

月
１
日
○木
か
ら

▼
小
学
生
集
ま
れ
!!
ト
ッ
チ
先
生
の
め
っ
ち

ゃ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
！   

■日
３
月
10
日
○土
午
後

２
時　

■場
朝
暘
一
小　

■対
小
学
生
先
着
30
人　

■内
マ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
・
新
聞
紙
・
バ
ル
ー
ン

を
使
っ
た
活
動　

■師
三
浦
利
由
喜
氏
（
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ト
ラ
イ
」
代
表
）　

■申
２
月

10
日
○土
か
ら　

■他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
■対
中
学

生
、
高
校
生
）
募
集

▼
共
通　

■申
南
部
児
童
館
☎
64
‐
１
９
０
０

か
ら
だ
館
☎
29
‐
０
８
０
６

シ
ル
バ
ー
レ
ク
ス
ポ
大
会　

■日
３
月
４
日
○日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
総

合
体
育
館　

■対
60
歳
以
上
の
方　

■内
実
技
研

修
「
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！
簡
単
な
運
動

と
ス
ト
レ
ッ
チ
」
芹
川
武
志
氏
（
せ
り
か

わ
整
骨
院
院
長
）、
競
技
（
ア
ト
ラ
ッ
ク
ゲ

ー
ム
、
公
式
ワ
ナ

ゲ
、
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
〈
ダ
ブ
ル

ス
〉）　

■費
２
０
０
円　

■申
２
月
９
日
○金
ま
で

各
学
区
・
地
区
体
育

協
会
（
実
技
研
修
の
み
参
加
の
場
合
は
ス
ポ

ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
）
へ　

■問
同
課

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■日
３
月
14
日
○水
午
前
10
時　

■内
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
、
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
、
卓
球
バ
レ
ー　

■費

３
０
０
円　

■場
・
■申
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
内
同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１

認
知
症
を
知
ろ
う
！
～
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
～

■日
３
月
11
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■内「
認
知
症
を
正

し
く
理
解
し
よ
う
」
丸
谷
宏
（
荘
内
病
院
神

経
内
科
医
長
）、「
認
知
症
、
そ
の
人
を
支
え

る
た
め
に
」
富
樫
千
代
美
（
同
院
看
護
師
）、

か
月
に
1
回
）
を
案
内
し
ま
す
。

■対
10
人
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ク
ラ
ブ
）

■申
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
24
‐
５
０
６
０

子
育
て
・
子
供
向
け

大
山
児
童
館 

八
森
山
で
雪
遊
び
＆
木
材
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り

■日
２
月
10
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■対
市
内
在

住
の
小
学
生
15
人　

■費
２
０
０
円　

■場
・
■申

同
館
☎
38
‐
０
２
６
０

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
２
月
15
日

○木　

②
３
月
12
日
○月　

■時
午
前
10
時　

■対
市

内
在
住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
29
年
８
月
～

10
月
生
ま
れ　

②
29
年
９
月
～
11
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え

る
妊
婦　

■内
触
れ
合
い
遊
び
、
テ
ィ
ー
タ
イ

ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
２
月
９
日
○金
ま

で　

②
２
月
16
日
○金
～
３
月
８
日
○木

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
２
月
20
日
○火　

②
３
月
15
日
○木　

■時
午
前
10
時　

■対
市
内
在

住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
29
年
２
月
～
７
月

生
ま
れ　

②
29
年
３
月
～
８
月
生
ま
れ
）
と

そ
の
保
護
者　

■内
①
触
れ
合
い
遊
び
、
離
乳

食
の
話　

②
触
れ
合
い
遊
び
、
お
も
ち
ゃ

作
り　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
２
月
15
日
○木
ま
で　

②
２
月
21
日
○水
～
３
月

12
日
○月

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

「
知
っ
て
備
え
る
！
高
齢
者
と
安
全
運
転
」

奥
山
祐
輔
氏
（
R
・
45
日
の
出
自
動
車
学
校

副
管
理
者
）　

■申
鶴
岡
地
区
医
師
会
地
域
医

療
連
携
室
ほ
た
る
☎
29
‐
３
０
２
１

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」 

雪
上
か
ん
じ
き
ウ
ォ
ー
ク　

雪
化
粧
の
中
台
池
・
丸
森
山
へ

■日
３
月
17
日
○土
午
前
８
時
40
分
（
湯
殿
山
ス

キ
ー
場
集
合
）　

■場
同
ス
キ
ー
場
（
リ
フ
ト

乗
車
）
→
中
台
池
→
丸
森
山
→
林
道
→
管
理

棟
エ
ト
レ　

■対
深
雪
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る

方
70
人　

■費
１
、
２
０
０
円
（
か
ん
じ
き
貸

出
し
は
別
途
３
０
０
円
〈
要
予
約
・
中
学
生

以
下
は
無
料
〉）　

■持
か
ん
じ
き
、
ス
キ
ー
用

ス
ト
ッ
ク
、
軽
食
、
箸
、
お
わ
ん
等　

■申
３

月
２
日
○金
～
９
日
○金
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐

８
１
３
１
へ　

■他
積
雪
状
況
で
コ
ー
ス
変
更
。

現
地
集
合
が
困
難
な
方
は
市
役
所
本
所
集
合

（
要
予
約
）。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業

気
功
「
八
段
錦
」（
全
17
回
）

■日
４
月
３
日
～
７
月
31
日
の
火
曜
日
午
後
７

時　

■場
藤
島
体
育
館　

■内
気
功
体
操　

■師
今

井
牧
子
氏
（
中
国
陳
式
太
極
拳
）　

■費
１
万

２
、
０
０
０
円

鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ク

ラ
ブ
）
登
録
制
度

　

年
間
を
通
じ
た
定
期
的
な
活
動
の
場
の
確

保
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。
登
録
団
体
に

は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
調
整
会
議
（
4
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▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

親
子
で
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
！ 

～
湯
殿
山
ス
キ
ー
場
で
親
子
ス
キ
ー
教
室
～

■日
２
月
25
日
○日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分　

■場
同
ス
キ
ー
場　

■対
小
学
生
以
上
の

子
を
持
つ
ひ
と
り
親
家
庭
先
着
10
組　

■費
１

人
５
０
０
円　

■申
２
月
９
日
○金
ま
で
本
所
子

育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
へ　

■他
ス
キ
ー

道
具
レ
ン
タ
ル
は
要
連
絡　

絵
本
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座

■日
３
月
10
日
○土　

■時
・
■内
午
前
10
時
…
お
話

（
素
語
り
）
の
基
本　

午
後
２
時
…
お
話
の

選
び
方　

■定
先
着
80
人　

■師
加
藤
節
子
氏
・

清
水
千
秋
氏
（
東
京
子
ど
も
図
書
館
職
員
）

■場
・
■申
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会 

春
の
短
期
水
泳
教
室（
全
４
回
）

■日
３
月
26
日
○月
～
29
日
○木
午
前
９
時　

■場
市

民
プ
ー
ル　

■対
年
中
児
～
小
学
６
年
生　

■費

４
、
０
０
０
円　

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０
７

４　

■他
HP
。
終
了
後
、
新
規
入
会
し
た
方
に

ス
イ
ム
キ
ャ
ッ
プ
プ
レ
ゼ
ン
ト

施
設
の
催
し

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
２
月
15
日
○木
・
22
日
○木
、

３
月
１
日
○木
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
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離
乳
食
教
室 

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
２
月
23
日
○金
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
平
成
29
年
３
月
～
５
月
生
ま
れ

の
子
供
と
そ
の
保
護
者
先

着
20
組　

■内
離
乳
食
の
進

め
方
・
調
理
実
習
・
試
食
、

栄
養
士
の
個
別
相
談　

■費

１
組
５
０
０
円　

■持
大
人

…
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾　

子
供
…
食
事
用
エ
プ
ロ

ン
、
手
拭
き
、
甘
く
な
い
飲
み
物
、
ス
プ
ー

ン
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
お
出
掛
け
に
必
要
な
物　

■申
２
月
16
日
○金
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

内
線
３
７
５
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ 

絵
ガ
ラ
ス
コ
ー
ナ
ー

■日
２
月
24
日
○土
午
前
10
時
～
正
午　

■対
幼
児

・
低
学
年
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

■費
１

０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
将
棋
大
会　

■日
２
月
24
日
○土

午
後
２
時　

■対
小
学
生
20
人　

■申
２
月
１
日

○木
～
22
日
○木

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
de
ク
ッ
キ
ン
グ
「
魚
の
解
体

に
挑
戦
！
」
～
山
形
県
の
魚
「
サ
ク
ラ
マ
ス
」

に
つ
い
て
知
ろ
う
～　

■日
３
月
４
日
○日
午
前

10
時　

■対
小
学
３
年
～
６
年
生
と
そ
の
保
護

者
先
着
12
人　

■費
１
人
５
０
０
円　

■申
２
月

10
日
○土
か
ら

▼
C
D
寄
席　

■日
２
月
21
日
○水
午
後
１
時

▼
将
棋
大
会　

■日
３
月
７
日
○水
午
前
９
時

■費
５
０
０
円　

■申
３
月
１
日
○木
ま
で

▼
囲
碁
大
会　

■日
３
月
14
日
○水
午
前
９
時

■費
７
０
０
円
（
懇
親
会
参
加
の
場
合
は
２
、

０
０
０
円
）　

■申
３
月
８
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６自

然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
自
然
観
察
会
「
冬
芽
と
早
春
の
植
物
観
察

会
」　

■日
２
月
17
日
○土
午
前
９
時　

■定
20
人　

■師
富
樫
捷
士
氏（
自
然
観
察
指
導
員
）　

■費
３

０
０
円　

■申
２
月
15
日
○木
ま
で

▼
座
談
会「
昭
和
初
期
～
中
期
の
大
山
上
池
・

下
池
を
語
ろ
う
」　

■日
２
月
17
日
○土
午
後
２

時　

■申
２
月
15
日
○木
ま
で

▼
ほ
と
り
あ
学
習
発
表
会　

■日
３
月
３
日
○土

午
前
9
時　

■申
３
月
１
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
①
２

月
17
日
○土　

②
３
月
４
日
○日　

③
11
日
○日

■時
午
前
９
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
①

羽
黒
開
拓
→
月
山
や
す
ら
ぎ
の
森
→
海
道
坂

→
同
セ
ン
タ
ー　

②
羽
黒
山
周
辺　

③
羽
黒

開
拓
→
大
中
島
（
庄
内
町
）　

■定
各
日
先
着

20
人　

■費
各
日
１
、
５
０
０
円　

■持
軽
食
等　

■申
①
２
月
15
日
○木
ま
で　

②
③
３
月
２
日
○金

ま
で

▼
お
雛
様
の
展
示　

■日
２
月
20
日
○火
～
３
月

25
日
○日　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■他
甘
酒
の
振
る

舞
い
、
木
端
の
お
雛
様
作
り
体
験

▼
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
と
ナ
イ
ト
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
２
月
24
日
○土
午
後

６
時
30
分
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
先
着

20
人　

■費
５
０
０
円　

■持
軽
食
等　

■申
２
月

22
日
○木
ま
で　

■他
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の
貸
し
出

し
あ
り

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

■
イ
ベ
ン
ト
（
試
験
利
用
事
業
）

▼
鶴
岡
芸
能
大
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー　

■日

３
月
４
日
○日
午
前
10
時
30
分　

■費
１
、
０
０

０
円　

■問
㈱
荘
内
日
報
社
☎
22
‐
１
４
８
１

▼
鶴
岡
東
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
・
鶴
岡
吹
奏

楽
団
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト　

■日
３
月
10

日
○土
午
後
６
時
30
分　

■費
５
０
０
円　

■問
同

校
☎
22
‐
０
２
２
３

▼
川
島
隆
太
氏
記
念
講
演
会　

■日
３
月
13
日

○火
午
後
２
時　

■問
一
幸
会
☎
25
‐
２
８
８
１

▼
ス
プ
リ
ン
グ
ブ
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト　

■日
３

月
21
日
○水
午
後
２
時　

■問
鶴
岡
南
高
校
（
蛸

井
）
☎
22
‐
０
０
６
１

▼
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
コ
ン
サ
ー
ト　

■日
３
月
23

日
○金
午
後
６
時
30
分　

■問
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
・
ミ
ュ
ー
☎
24
‐
５
６
５
８

▼
作
業
所
月
山
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー　

■日
３

月
25
日
○日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時　

■費

１
、
０
０
０
円　

■問
同
実
行
委
員
会
☎
24
‐

８
５
４
１

▼
鶴
岡
室
内
合
奏
団　

弦
楽
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト　

■日
３
月
25
日
○日
午
後
２
時　

■費
５
０
０
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遠
田
琴
音
氏
（
花
の
ア
ト
リ
エ
し
ま
t
o

く
ろ
）　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
春
の
和
菓
子
作
り　

■日
３
月
９
日
○金
午
前

10
時　

■定
先
着
20
人　

■師
五
十
嵐
順
一
氏

（
久
栄
堂
菓
子
舗
）　

■費
１
、
５
０
０
円

▼
し
な
織
り
で
コ
サ
ー
ジ
ュ
と
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
を
作
ろ
う　

■日
３
月
12
日
○月
午
前
９
時
30

分　

■定
先
着
15
人　

■師
藤
谷
豊
子
氏
（
し
な

織
小
物
作
家
）　

■費
１
、
７
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に
在
住

ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
２
月
７
日
○水
～

23
日
○金
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

藤
村
正
宏
さ
ん
に
よ
る
販
売
促

進
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

■日
２
月
28
日
○水
午
後
６
時　

■場
マ
リ
カ　

■費

５
、
０
０
０
円　

■申
鶴
岡
商
工
会
議
所
内
鶴

岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
☎
24
‐
７
７
１
１　

■他
HP

郷
土
史
講
座
「
江
戸
時
代
前
期
に
お

け
る
庄
内
藩
の
廻
米
を
め
ぐ
っ
て
」

■日
３
月
3
日
○土
午
前
10
時　

■師
本
間
勝
喜
氏

（
鶴
岡
市
史
編
さ
ん
委
員
）　

■場
・
■申
２
月
20

日
○火
か
ら
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

募
集

平
成
30
・
31
年
度 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

■定
48
人
程
度　

■内
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
現

地
見
学
会
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
等　

■

任
期　

４
月
１
日
○日
か
ら
２
年
間　

■申
２

月
９
日
○金
ま
で
東
北
森
林
管
理
局
☎
０
１

出
羽
庄
内
国
際
村 

英
語
集
中
講
座 

英
語
を
使
っ
て
世
界
旅
行
！

■日
２
月
25
日
○日
午
後
１
時　

■対
高

校
生
以
上
の
方
20
人　

■費
２
、
０

０
０
円　

■場
・
■申
２
月
４
日
○日
か

ら
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

特
別
栽
培
農
産
物
認
証
事
業
説
明
会 

有
機
農
産
物
生
産
行
程
管
理
者
等
講
習
会

▼
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
事
業
説
明
会　

■時

午
前
９
時
30
分　

■対
鶴
岡
Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
等
特

別
栽
培
農
産
物
認
証
申
請
予
定
の
市
内
生
産

者▼
有
機
農
産
物
生
産
行
程
管
理
者
等
講
習
会

■時
午
後
１
時
30
分　

■対
生
産
行
程
管
理
責
任

者
及
び
格
付
担
当
者
、
新
規
申
請
予
定
の
市

内
生
産
者　

▼
共
通　

■日
２
月
27
日
○火　

■場
四
季
の
里

「
楽
々
」　

■問
藤
島
庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室
☎
64

‐
５
８
６
０

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

短
期
講
座

▼
春
に
向
け
て
自
分
を
見
直
す
メ
イ
ク
＆
カ

ラ
ー　

■日
２
月
28
日
○水
午
前
10
時　

■定
先
着

10
人　

■師
大
宮
希
氏（
美
容
室
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）　

■費
７
０
０
円

▼
餅
屋
さ
ん
に
教
わ
る
美
味
し
い
赤
飯
の
ふ

か
し
方　

■日
３
月
５
日
○月
午
後
１
時
30
分

■定
先
着
24
人　

■師
大
井
多
賀
子
氏
（
大
井
餅

や
）　

■費
１
、
５
０
０
円

▼
春
を
呼
ぶ
お
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト　

■日

３
月
７
日
○水
午
前
10
時　

■定
先
着
15
人　

■師
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円　

■問
鶴
岡
楽
器
㈱
☎
22
‐
１
３
１
０

▼
鶴
岡
馨
門
会
コ
ン
サ
ー
ト　

■日
３
月
30
日

○金
午
後
７
時　

■費
２
、
０
０
０
円　

■問
同
会

▼
サ
ー
ク
ル
心
の
会　

歌
と
踊
り
の
つ
ど
い

■日
３
月
31
日
○土
午
前
10
時　

■費
１
、
０
０
０

円　

■問
同
会

講
座
・
講
習
会

荘
内
銀
行
寄
附
講
座　

地
方
企
業
の
た

め
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
集
中
講
座（
全
４
回
）

▼
経
営
課
題
を
解
決
す
る　

■日
２
月
７
日
○水

■師
田
中
陽
一
郎
氏（
山
形
大
学
大
学
院
教
授
）

▼
こ
れ
か
ら
の
経
営
革
新
に
欠
か
せ
な
い
Ｉ

ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
の
基
礎　

■日
２
月
14
日
○水　

■師

田
中
陽
一
郎
氏

▼
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
復
活
の
１
０
５
０
日　

■日
２

月
21
日
○水　

■師
松
本
晋
一
氏
（
㈱
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｋ

Ｉ
代
表
取
締
役
社
長
）

▼
当
地
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
の
取
組
み　

■日
３
月
７
日
○水　

■師
神
田
和
也
氏
・
サ
ラ
ウ

ッ
デ
ィ
ン
・
ム
ハ
マ
ド
・
サ
リ
ム
・
ザ
ビ
ル

氏
（
鶴
岡
高
専
教
授
）

▼
共
通　

■時
午
後
２
時　

■場
・
■申
庄
内
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

初
め
て
の
水
墨
画
教
室

■日
２
月
17
日
○土
以
降
の
毎
月
第
３
土
曜
日
午

後
２
時　

■場
第
三
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

■費
月
額
６
０
０
円　

■申
如
月
会

出
羽
庄
内
国
際
村 

せ
か
い
の
台
所 

シ
リ
ア
料
理 

バ
ヤ
ン
さ
ん
の
台
所

■日
２
月
18
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定

14
人　

■師
バ
ヤ
ン
・
カ
ウ
ダ
ン
氏
（
シ
リ
ア
・

ア
ラ
ブ
共
和
国
出
身
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
２
月
４
日
○日
か
ら
同
館
☎
25
‐
３
６

０
０
へ介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

新
た
な
担
い
手
養
成
研
修
会

▼
講
義
（
全
３
回
）　

■日
２
月
21
日
○水
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
10
分
、
22
日
○木
午
前

９
時
50
分
～
午
後
４
時
、
３
月
14
日
○水
午
前

９
時
30
分　

■場
出
羽
庄
内
国
際
村

▼
実
習　

■日
２
月
23
日
○金
～
３
月
９
日
○金
の

う
ち
１
日
（
実
習
は
60
分
）　

■場
市
内
の
訪

問
介
護
事
業
所　

■他
専
門
職
員
が
同
行

▼
共
通　

■対
総
合
事
業
に
興
味
の
あ
る
市
内

在
住
の
60
歳
以
上
の
方
10
人　

■持
昼
食
（
14

日
は
不
要
）・
印
鑑　

■申
２
月
15
日
○木
ま
で

鶴
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
４

４
３
６
へ　

■他
修
了
後
、
同
セ
ン
タ
ー
に
入

会
し
就
業
可
能

経
営
戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム 

実
践
！
企
業
品
質
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

■日
２
月
22
日
○木
午
後
３
時
30
分　

■内
講
演

（
明
道
弘
政
氏
〈
金
沢
工
業
大
学
大
学
院
教

授
〉）、
事
例
発
表
、
交
流
会
（
■費
４
、
０
０

０
円
）　

■場
・
■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

内
木
曜
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
☎
23
‐
２

２
０
０　

■他
HP
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２
５
２
５

藤
沢
周
平
記
念
館 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

■日
２
月
６
日
○火
～
９
日
○金　

■問
同
館
☎
29
‐

１
８
８
０

自
衛
官
等
採
用
試
験

■
自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
・
海
保
４
機
関
合

同
職
場
紹
介

■日
２
月
17
日
○土
午
後
１
時
～
４
時　

■場
酒
田

市
武
道
館　

■申
２
月
５
日
○月
ま
で

■
採
用
試
験　

▼
任
期
制
隊
員
コ
ー
ス
！
自
衛
官
候
補
生

■日
２
月
18
日
○日　

■場
陸
上
自
衛
隊
神
町
駐
屯

地
（
東
根
市
）　

■申
２
月
９
日
○金
ま
で

▼
学
生
さ
ん
か
ら
予
備
自
衛
官
に
！
予
備
自

衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）　

■時
4
月
14
日
○土

～
18
日
○水　

■場
同
駐
屯
地　

■申
４
月
６
日
○金

ま
で

▼
共
通　

■申
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴

岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ

ッ
ト
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

■日
２
月
25
日
○日　

■場
山
形
テ
ル
サ（
山
形
市
）　

■対
市
内
在
住
の
方
10
人
（
１
人
1
枚
）　

■申

2
月
20
日
○火
午
前
９
時
に
社
会
教
育
課
（
櫛

引
庁
舎
）
へ　

■問
同
課
☎
57
‐
４
８
６
７

有
期
契
約
で
働
く
皆
さ
ん
！
始

ま
り
ま
す
、
無
期
転
換
ル
ー
ル

 

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
と
は
、
同
じ
会
社
で

▼
共
通　

■申
同
事
務
所

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

債
務
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■日
２
月
17
日
○土
午
前
10
時
～

午
後
２
時　

■対
市
内
、
三
川

町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は

勤
務
の
方
先
着
12
人　

■場
・
■申
２
月
16
日
○金

ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
内
田
川
地
区

労
働
者
福
祉
協
議
会
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
や
ま
が
た 

生
活
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

■日
２
月
22
日
○木
～
24
日
○土
午
前
10
時
～
午
後

５
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
１
２
０
‐
39
‐

６
０
２
９

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー 

求
職
者
の
生
活
・
就
労
相
談
会

■日
２
月
22
日
○木
～
24
日
○土
午
前
10
時
～
午
後

５
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
８
０
０
‐
８
０

０
‐
７
８
６
７

ス
ピ
ー
ド
解
決
に
向
け
て
専
門
家
が
対
応
し
ま
す

住
宅
相
談
会

■日
２
月
28
日
○水
午
前
10
時
～
11
時　

■場
市
役

所
本
所
６
階
大
会
議
室　

■内
住
宅
新
築
・
増

改
築
、
耐
震
診
断
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

の
相
談
、
高
齢
者
減
災
ア
ド
バ
イ
ス
等　

■問

本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

特
別
図
書
整
理
期
間 

市
立
図
書
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

■日
２
月
５
日
○月
～
14
日
○水　

■問
同
館
☎
25
‐

■内
チ
ケ
ッ
ト
も
ぎ
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
、

客
席
案
内
等　

■申
同
館
☎
24
‐
５
１
８
８

相
談
・
そ
の
他

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
雇
い
止
め
・
雇
用
不
安 

連
合
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

■日
２
月
８
日
○木
～
10
日
○土
午
前
10
時
～
午
後

７
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
１
２
０
‐
１
５

４
‐
０
５
２

定
期
健
康
相
談

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談　

■日
２
月
９
日
○金
・

23
日
○金
、
３
月
９
日
○金
・
23
日
○金

▼
ひ
き
こ
も
り
相
談　

■日
２
月
16
日
○金
、
３

月
16
日
○金

▼
共
通　

■時
午
後
１
時
30
分
・
３
時　

■場
に

こ
♥

ふ
る　

■定
各
日
２
人
（
要
予
約
）　

■申
健

康
課
☎
内
線
３
６
４

Ｂ
型
肝
炎
に
関
す
る
相
談

▼
弁
護
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
会
／
個
別

相
談
会　

■日
２
月
17
日
○土
午
前
10
時
～
午
後

３
時　

■場
・
■
相
談
電
話　

全
国
Ｂ
型
肝
炎

訴
訟
新
潟
事
務
所
（
新
潟
県
）
☎
０
２
５
‐

２
２
３
‐
１
１
３
０

▼
弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
相

談
会　

■日
３
月
10
日
○土
午
後
１
時
30
分
～
４

時　

■場
マ
リ
カ　

■対
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型

肝
炎
に
な
っ
た
人
と
そ
の
家
族　

■他
個
別
申

込
み
優
先
。
当
日
会
場
で
の
申
込
み
も
可　

８
‐
８
３
６
‐
２
２
２
８
へ　

■他
HP

山
大
農
学
部
市
民
交
流
農
園

新
規
入
園
者
募
集

■日
４
月
～
11
月
末　

■定
・
■費
40
㎡
…
先
着
５

人
・
年
間
３
、
０
０
０
円　

80
㎡
…
先
着
３

人
・
年
間
５
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
２
月
５

日
○月
～
28
日
○水
に
同
学
部
企
画
広
報
室
☎
28

‐
２
８
０
３
へ

入
居
時
期
は
３
月
下
旬 

県
営
住
宅
２
月
募
集

■
募
集
住
宅　

美
原
１
号
、
茅
原
３
号（
A
）、

城
南
２
号
（
A
）、
末
広
３
号
（
Ｃ
）、
大
西

町
住
宅
（
Ｆ
）
…
各
１
戸　

東
部
１
号
・
３

号
、
茅
原
３
号（
B
）
…
各
２
戸　

茅
原
２

号（
D
）
…
３
戸　

茅
原
１
号
…
６
戸

■申
２
月
５
日
○月
～
９
日
○金
に
県
営
住
宅
指
定

管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

■他
抽
せ
ん
会
は
２
月
16
日
○金

鶴
岡
市
合
唱
祭
第
２
部「
あ
り
が
と
う
！

三
井
直
先
生
」合
同
合
唱
の
参
加
者
募
集

■日
２
月
25
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡　

■対
２
月
24
日
○土
午
後
７
時
の
練

習
、
25
日
○日
午
前
11
時
10
分
の
リ
ハ
ー
サ
ル

に
参
加
で
き
る
方　

■内
合
同
合
唱
『
美
し
く

青
き
ド
ナ
ウ
』『
は
る
か
な
友
に
』　

■
指
揮　

柿
崎
泰
裕
氏
、
青
柳
修
氏　

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡 

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

■対
２
月
26
日
○月
の
研
修
会
に
参
加
で
き
る
方　

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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発
生
日　

平
成
29
年
10
月
６
日

▼
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金　

▽
一
般
産

業
用
機
械
・
装
置
等
製
造
業　

８
１
６
円

▽
電
気
機
械
器
具
等
製
造
業　

８
０
０
円

▽
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業　

８
１
５
円　

▽
自
動
車
整
備
業　

８
１
９
円　

■
効
力
発

生
日　

平
成
29
年
12
月
25
日

■問
山
形
労
働
局
賃
金
室
☎
０
２
３
‐
６
２
４

‐
８
２
２
４　

■他
HP

公
益
信
託
「
荘
内
銀
行
ふ
る

さ
と
創
造
基
金
」

■内
平
成
30
年
度
中
に
行
わ
れ
る
学
校
教
育
的

・
社
会
教
育
的
・
文
化
的
な
活
動
に
助
成

■申
２
月
23
日
○金
ま
で
申
請
書
を
同
行
ふ
る
さ

と
創
造
基
金
事
務
局
☎
28
‐
２
４
３
７
へ

■他
HP

合
支
庁
家
畜
保
健
衛
生
課
☎
68
‐
２
１
５
１

果
樹
王
国
山
形
を
支
え
る
農

家
の
皆
さ
ま
へ

　

山
形
県
農
業
共
済
組
合
で
は
、
多
様
化
す

る
自
然
災
害
に
備
え
て
「
果
樹
共
済
」
へ
の

加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
降
ひ
ょ
う
・

ゲ
リ
ラ
豪
雨
・
台
風
・
豪
雪
・
開
花
期
の
低

温
な
ど
、
近
年
多
発
す
る
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
果
樹
共
済
は
、
果

樹
農
家
の
経
営
を
し
っ
か
り
守
り
ま
す
。
詳

し
く
は
同
共
済
組
合
庄
内
支
所
果
樹
園
芸
課

☎
０
２
３
４
‐
91
‐
１
５
５
６
へ
。

山
形
県
の
最
低
賃
金
が
改
正

さ
れ
ま
し
た

▼
山
形
県
最
低
賃
金　

７
３
９
円　

■
効
力

時
期　

準
備
調
査
…
２
月　

本
調
査
…
４
月

か
ら
１
年
間　

■問
山
形
県
統
計
企
画
課
☎
０

２
３
‐
６
３
０
‐
２
１
７
８

１
頭（
羽
）で
も
愛
玩
用
を
含
む
家
畜
を

飼
っ
て
い
る
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
っ
て
、
毎
年
２

月
１
日
の
飼
育
状
況
を
県
に
報
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
畜
産
業
の
方
は
報
告
不
要
）。

■
対
象
動
物　

牛
、
水
牛
、
馬
、
鹿
、
綿
羊
、

ヤ
ギ
、
豚
（
ミ
ニ
豚
を
含
む
）、
イ
ノ
シ
シ
、

鶏
（
シ
ャ
モ
、
チ
ャ
ボ
、
ウ
コ
ッ
ケ
イ
を
含

む
）、ア
ヒ
ル
（
ア
イ
ガ
モ
、

フ
ラ
ン
ス
ガ
モ
を
含
む
）、

ウ
ズ
ラ
、
キ
ジ
、
ダ
チ
ョ

ウ
、
ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、
七
面

鳥　

■
連
絡
先　

庄
内
総

有
期
労
働
契
約
が
更
新
さ
れ
て
通
算
５
年
を

超
え
た
と
き
は
、
労
働
者
の
申
込
み
に
よ
っ

て
、
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
無
期

労
働
契
約
）
に
転
換
で
き
る
ル
ー
ル
の
こ
と

で
す
。
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
開
始
し

た
有
期
労
働
契
約
が
対
象
で
す
。
無
期
契
約

後
の
職
務
、
勤
務
地
、
賃
金
、
労
働
時
間
等

の
労
働
条
件
は
、
就
業
規
則
等
で
別
段
の
定

め
が
な
い
限
り
は
、
直
前
の
有
期
労
働
契
約

と
同
一
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
有
期
契
約

労
働
者
の
無
期
転
換
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
HP
ま

た
は
山
形
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
☎
０

２
３
‐
６
２
４
‐
８
２
２
８
へ
。

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問 

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
該
当
地
区　

小
淀
川
（
一
部
）　

■
調
査

■日２月14日○水～４月１日○日午前９時～午後４時
　（月曜日休館）　
■内古今雛（ひな）・雛道具の展示
■費大人…400円　大学生・高校生…300円　小・
　中学生…200円
■場・■問旧青山本邸☎0234‐75‐3145

●遊佐町 旧青山本邸ひなまつり［庄内雛街道］

●酒田市 黒森歌舞伎 正月公演・酒田公演

　17年ぶりに「高田馬場十八番切」を上演します。
◆正月公演
■日２月15日○木・17日○土
■場黒森日枝神社境内
■時・■内午前10時…少年太鼓、神事、神楽、三番
　叟　正午…少年歌舞伎　午後１時…本狂言「高
　田馬場十八番切」
■他屋外での観覧のため防寒対策が必要
◆酒田公演
■日３月４日○日
■場希望ホール
■時�・■内正午…少年太鼓 午後０時30分…少年歌
舞伎　１時30分…本狂言「高田馬場十八番切」

■費前売り券500円（当日券700円）
■前売り券取扱い　酒田市社会教育文化課、酒田
　市役所地下売店、希望ホールほか
■問酒田市社会教育文化課☎0234‐24‐2994

●庄内町 月の沢龍神冬まつり

■日２月17日○土午前10時～午後８時
■場北月山荘周辺
■内�巨大滑り台＆かまくら、スノーモービル、雪上
打上げ花火、プロジェクションマッピング等

■問庄内町商工観光課☎0234‐56‐2213

●三川町 みかわ・あったか冬まつり

■日２月25日○日午前10時～午後２時
■場いろり火の里なの花ホール
■内�あったか屋台村、特産品販売、手しごと作品の
販売・ワークショップ

■問三川町観光協会☎66‐4656
■他前売り券あり

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

冬
期
間
の
火
災
を
防
ぐ
に

は

　
最
近
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
火
災

の
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
気
が
し
ま
す
。
先

日
は
家
の
近
く
で
ぼ
や
騒
ぎ
も
あ
り
、

冬
場
は
火
災
が
多
い
印
象
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
れ
ば
よ

い
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

暖
房
器
具
を
適
切
に
使
い

火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
暖
房
器
具
等
を
使
う
機
会
が
増
え
る

冬
期
間
は
火
災
発
生
の
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
は
整
理

整
頓
し
、
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い

な
ど
取
扱
い
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
石
油
ス
ト
ー
ブ

　
給
油
す
る
と
き
は
完
全
に
火
が
消
え

て
か
ら
行
い
、
給
油
後
は
キ
ャ
ッ
プ
を

し
っ
か
り
閉
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
燃

料
の
種
類
を
確
認
し
、
間
違
え
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
薪
ス
ト
ー
ブ
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

　
周
囲
に
あ
る
可
燃
物
か
ら
の
距
離
や

QＡ

124

毎日の天気予報を楽しく伝えたい

気象予報士。2005年からフジテレビの情報番組「情報プレゼ
ンター とくダネ！」で天気予報を担当する。司会者の小倉智
昭さんから「あまたつー！」と呼び掛けられる声でおなじみ。
ORICON NEWSが毎年発表する「好きなお天気キャスター
／気象予報士ランキング」で、昨年、通算６度目の１位を獲得。
藤島地区自治振興会文化講演会のため来鶴。神奈川県出身。

天
あ ま た つ

達 武
た け し

史 さん

講演会の様子（昨年11月18日／藤島地区地域活動センター）

　気象予報士になろうと思ったのは、20代前半の
頃でした。当時は神奈川県の葉山町にあるファミリ
ーレストランでアルバイトをしていて、食材の仕入
れを担当していたんです。葉山は観光地なので、晴
れた日と雨の日とではお客さんの数が驚くほど違う。
天気予報が外れると、食材が全然足りなかったり大
量に余ったりするので、常に天気に敏感でいる必要
があったんです。だったら自分が気象予報士になれ
ばいいじゃないかと考えたのがきっかけでしたね。
　とはいえ、高校時代まで部活で野球に熱中してい
たこともあり、僕はあまり学校の勉強をしてこなか
った。いざ気象予報士試験の参考書を開いても、何
を問われているかさえ分からなかったんです。自分
が何歳頃の学習内容から理解していないかたどって

みると、なんと小数点が入った割り算。
僕の気象予報士への道は、小学４年生
の算数の勉強から始まりました。

　試験には７回目の挑戦でやっと合格できました。
始めの４回くらいは全く歯が立たなくて、くじけそ
うになったこともありますけどね。地道に勉強を続
けたことが、気象予報士としての今の自分につなが
っていると思うと、本当に諦めなくてよかったです。
　番組の天気予報では「１日１へぇ」を心掛けてい
ます。その日のお役立ち情報だったり、隣のおばち
ゃんに話してあげられるお得情報だったり、「へぇ」
と思ってもらえるようなことを盛り込む。番組内で
の時間は限られていますし、各局の情報番組には必
ず天気予報があります。そういった中でチャンネル
を合わせてもらうには、ちょっとした工夫が必要で
す。僕の場合はそれが「１日１へぇ」なんですよ。
　天気予報が私たちの生活に与える影響は大きいで
す。温暖化と近年の異常気象の関係が分かってきた
今、毎日の天気を楽しく正確に伝えるのはもちろん、
数十年後の未来の天気も予報していきたいですね。
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煙
突
の
高
さ
な
ど
、
火
災
予
防
条
例
の

基
準
に
従
っ
て
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
詳
細
に
つ
い
て
は
市
HP
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
煙
突
内
に
す
す
や
タ
ー
ル
が
た
ま
る

と
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
定
期
的

に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
油
流
出
に
注
意

　
冬
期
間
は
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油

が
流
出
す
る
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
火

事
に
つ
な
が
る
危
険
も
あ
る
の
で
取
扱

い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
小
分
け
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

▽
本
体
や
脚
部
、
バ
ル
ブ
や
配
管
に
さ

び
や
損
傷
が
な
い
か
点
検
す
る
　
▽
除

雪
作
業
で
配
管
を
損
傷
し
な
い
よ
う
に
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る
　
▽
屋
根
か
ら
の
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で
転
倒
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よ
う
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住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
約
半
分

は
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

万
が
一
、
火
事
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た

場
合
の
逃
げ
遅
れ
を
防
止
す
る
た
め
、

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
設
置
し
て
い
な
い
家
庭
は
、
早
急
に

設
置
し
て
く
だ
さ
い
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既
に
設
置
し
て
い
る
家
庭
で
も
、
電

池
切
れ
や
電
子
部
品
の
劣
化
で
作
動
し

な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
10
年
を

目
安
に
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。
日
頃

か
ら
清
掃
と
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　〈
消
防
本
部
予
防
課
〉

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　2/4 ～ 3/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
2 .８○木  13：30 ～16：00 庄交学園自動車教習所
10○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
 〃 13：30 ～16：00 　　　　〃
22○木 ９：00 ～ 11：00 市役所藤島庁舎
 23○金 13：30 ～ 15：30 鶴岡警察署
3 . 3 ○土 ９：00 ～ 15：30 にこ♥ふる

今月の各種相談窓口開設日　2/4 ～ 3/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 13日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線215 23日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 20日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ７日○水10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線309 20日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 22日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 15日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 ９日○金13：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 10日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所
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編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

《人口と世帯》（平成29年12月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：128,552人
　　 （男：61,420人、女：67,132人）
　世帯数：48,730世帯
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山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

開館記念事業！

5月６日（日） 会場：荘銀タクト鶴岡  大ホール

●チケット料金（税込み）
≪一般≫Ｓ席8,640円・Ａ席6,480円
≪学生≫Ａ席3,240円（25歳以下）
　※�未就学児は入場不可。託児サービスあり（有料。先
着順。チケット引換え時に申込み）。　

　※学生Ａ席はチケット引換え時および公演当日に学生
　　証提示。
●チケット申込み・発売方法
【市民先行発売】
往復はがきでの申込みのみ。電話・インターネットでの
申込み不可。申込み多数の場合は抽せん
○受け付け期間　
　２月１日（木）～15日（木）　※15日の消印有効。
○公開抽せん　
　２月20日（火）午後６時　荘銀タクト鶴岡
○チケット引換え期間
　３月１日（木）～16日（金）午前９時～午後７時　
○注意事項
　・市民先行発売は市内に住所がある方が対象です。勤
　　務先の住所での応募はできません
　・往復はがきに下記のとおり記入し応募してください
　・抽せん結果は３月上旬までに、はがきでお知らせし

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

劇
団
四
季
公
演
チ
ケ
ッ
ト
係

山
形
県
鶴
岡
市
馬
場
町
11
‐
61

9 9 7 0 0 3 5

〈
往
信
の
宛
名
面
〉

〈
返
信
の
文
面
〉

記入しない

〈
返
信
の
宛
名
面
〉

〈
往
信
の
文
面
〉

①希望の席種
　（Ｓ席かＡ席か必ずど
　ちらかを選択）
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤購入希望枚数
　（２枚まで）
※車椅子や学生席を希望
する場合は内訳を記入。
例１：車椅子１・付添い１
例２：一般１・学生１

受
取
人
の
氏
名
　
様

送
り
先
の
住
所

送 り 先 郵便番号

　劇団四季創立65周年を記念してお送りする人気シリーズの最
新作です。ミュージカルの名曲や華やかなダンスシーンがぎっし
り詰まったステージを、どうぞお楽しみください。

　　ます。抽せん結果に関する問合せにはお答えできま
　　せん
　・申込みは１人につき、はがき1枚です
　・チケットの購入可能枚数は１人につき２枚までです。
　　座席の指定はできません。並びの席にならない場合
　　もあります
　・申込み後のキャンセル・変更はできません
　・車椅子席を希望する場合は、応募の際に必ず記入し
　　てください
　・記入に不備があった場合は無効です
　・チケット引換えは荘銀タクト鶴岡の窓口で行います
　・支払いはチケット引換え時に現金のみの取扱いです
【一般発売】
劇団四季にて電話、インターネットでの発売
○発売開始日時
　３月11日（日）午前10時
○プレイガイド（チケット予約）
　・劇団四季予約センター
　　　☎0120‐489444（午前10時～午後6時）
　・SHIKI　ON-LINE　TICKET 
　　　ホームページ　http://489444.com
 　　　（24時間受付　※発売初日は午前10時から。）

開演：午後１時30分　　

問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

撮影：荒井健


